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論　　　説

一　

は
じ
め
に

　

台
湾
に
お
い
て
は
、
一
九
二
八
（
民
国
一
七
）
年
七
月
二
八
日
に
公
布
さ
れ
た
「
中
華
民
国
刑
事
訴
訟
法
」（
以
下
、「
一
九
二
八
年

刑
訴
法
」
と
呼
ぶ
）
以
来
、
刑
事
控
訴
制
度
と
し
て
、
長
き
に
わ
た
り
「
覆
審
制
」
が
採
用
さ
れ
て
き
た
と
さ
れ
る
。「
覆
審
制
」
は
、

一
九
二
八
年
刑
訴
法
の
前
身
で
あ
る
「
大
清
刑
事
訴
訟
律
草
案
」（
以
下
、「
清
刑
訴
草
案
」
と
呼
ぶ
）
に
お
い
て
も
採
用
さ
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
台
湾
で
は
、
刑
事
手
続
の
い
わ
ゆ
る
近
代
化
以
来
、
一
貫
し
て
「
覆
審
制
」
が
採
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
な
る
。

　

も
っ
と
も
、
台
湾
に
お
い
て
、
刑
事
控
訴
審
の
あ
り
方
は
、
絶
え
ず
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
主
た
る
理
由
は
、「
覆
審

制
」
の
下
で
は
、
第
二
審
で
あ
る
控
訴
審
に
お
い
て
も
事
件
の
審
理
が
改
め
て
や
り
直
さ
れ
る
た
め
、
第
一
審
の
事
実
認
定
の
比
重
が

低
下
し
て
き
て
い
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
裁
判
の
重
複
は
訴
訟
経
済
に
反
す
る
た
め
、
司
法
に
関
連
す
る
資
源
が
有
効
に
利

用
さ
れ
て
い
な
い
と
い
っ
た
批
判
も
あ
る
。

　

実
際
、
台
湾
に
お
い
て
、
二
〇
一
七
（
民
国
一
〇
六
）
年
に
開
催
さ
れ
た
司
法
改
革
国
是
会
議
に
お
け
る
刑
事
手
続
の
改
革
に
関
す

る
議
論
に
お
い
て
は
、「
第
一
審
の
充
実
化
、
第
二
審
の
事
後
審
ま
た
は
厳
格
な
続
審
制
化
、
第
三
審
の
厳
格
な
法
律
審
兼
上
訴

（
告
）
許
可
制
化
」
を
内
容
と
す
る
審
級
制
度
の
「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
構
造
化
」
が
改
革
の
目
標
と
し
て
設
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
基

づ
き
、
二
〇
一
八
（
民
国
一
〇
七
）
年
二
月
に
は
、
控
訴
制
度
改
革
を
内
容
と
す
る
「
刑
事
訴
訟
法
部
分
条
文
修
正
草
案
」（
以
下
、

「
二
〇
一
八
年
刑
訴
修
正
草
案
」
と
呼
ぶ
）
が
作
成
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、「
事
後
審
兼
続
審
制
」
の
採
用
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。

　

も
っ
と
も
、「
覆
審
制
」
を
「
事
後
審
兼
続
審
制
」
に
改
め
る
方
針
は
、
二
〇
二
一
（
民
国
一
一
〇
）
年
一
二
月
一
四
日
に
司
法
院

が
新
た
に
示
し
た
「
刑
事
訴
訟
法
部
分
条
文
修
正
草
案
」（
以
下
、「
二
〇
二
一
年
刑
訴
修
正
草
案
」
と
呼
ぶ
）
に
よ
り
修
正
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
は
、「
続
審
制
」
の
採
用
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
司
法
院
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
刑
事
控
訴
制
度
を
「
国
民
法
官

（
1
）

（
2
）

（
3
）
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台湾における刑事控訴制度の成立と展開（一）　

法
」
の
関
連
規
定
と
整
合
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
二
〇
一
八
年
刑
訴
修
正
草
案
、
国
民
法
官
法
、
二
〇
二
一
年
刑
訴
修
正
草
案
に
お
い
て
も
導
入
さ
れ
る
こ
と
が
予

定
さ
れ
て
い
る
刑
事
控
訴
制
度
が
真
に
「
続
審
制
」
の
名
に
値
す
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。「
続
審
」
が
、「
第
一
審
の
判
決
の
直
前
の
状

態
に
戻
っ
て
そ
の
審
理
を
継
続
す
る
」
控
訴
審
の
こ
と
を
い
う
と
す
れ
ば
、
そ
こ
で
は
、
第
一
審
の
訴
訟
行
為
が
有
効
と
さ
れ
、
第
二

審
の
審
理
が
第
一
審
の
訴
訟
資
料
を
全
て
受
け
継
ぐ
こ
と
が
制
度
上
の
前
提
と
な
ろ
う
。
し
か
し
、
各
草
案
の
刑
事
控
訴
制
度
の
い
ず

れ
に
お
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
規
定
は
設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
、「
続
審
制
」
と
い
う
た
め
の
要

件
が
そ
も
そ
も
満
た
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
台
湾
の
刑
事
手
続
法
に
お
け
る
刑
事
控
訴
制
度
に
関
す
る
規
定
と
運
用
の
展
開
過
程
を
確
認
し
た
上

で
、
刑
事
手
続
法
に
お
け
る
刑
事
控
訴
制
度
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
運
用
面
と
制
度
面
の
問
題
点
や
欠
陥
を
解
決
す
る
た
め
の

具
体
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

現
行
刑
事
手
続
法
は
、
一
九
六
七
（
民
国
五
六
）
年
一
月
二
八
日
に
、「
刑
事
訴
訟
法
」（
以
下
、「
台
湾
刑
訴
法
」
と
呼
ぶ
）
と
し
て
公

布
さ
れ
、
施
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、「
覆
審
」
が
、「
控
訴
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
、
最
初
か
ら
審
理
を
や
り
直
す
」
控
訴
審
の
こ
と
を
い
う
と
す
れ
ば
、
そ
こ
で

は
、
第
一
審
の
訴
訟
に
関
す
る
一
件
記
録
、
証
拠
物
な
ど
に
つ
い
て
、
事
実
認
定
の
根
拠
と
し
て
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
制
度
上

の
前
提
と
な
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
清
刑
訴
草
案
の
刑
事
控
訴
制
度
に
お
い
て
は
、
第
一
審
の
訴
訟
に
関
す
る
一
件
記
録
、
証
拠
物
な
ど
に
つ
い

て
、
第
二
審
が
事
実
認
定
の
根
拠
と
し
て
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
制
度
を
「
覆
審
制
」
と
い
っ
て
よ
い
か
は
疑
問
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

台
湾
に
お
い
て
、「
刑
事
訴
訟
法
」
の
主
管
機
関
は
、
司
法
院
の
刑
事
庁
で
あ
る
。
同
法
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
①
司
法
院
の
刑
事
庁
が

草
案
を
作
成
し
、
司
法
院
の
院
会
に
送
付
し
、
②
司
法
院
の
署
名
と
行
政
院
の
連
署
を
付
し
、
立
法
院
に
送
付
す
る
と
い
う
形
で
行
わ
れ
る
。

林
永
謀
『
刑
事
訴
訟
法
釋
論
（
下
冊
）』（
自
版
、
二
〇
一
〇
年
）
二
─
三
頁
、
黃
朝
義
『
刑
事
訴
訟
法
』（
新
學
林
、
二
〇
一
七
年
）
七

（
4
）

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）
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論　　　説

二
九
頁
、
張
麗
卿
『
刑
事
訴
訟
法
理
論
與
運
用
』（
五
南
、
二
〇
二
〇
年
）
六
五
五
頁
、
林
俊
益
『
刑
事
訴
訟
法
概
論
（
下
冊
）』（
新
學
林
、

二
〇
二
〇
年
）
三
四
九
頁
。

二　

大
清
刑
事
訴
訟
律
草
案
に
お
け
る
刑
事
控
訴
制
度

　
　

1　

控
訴
制
度
の
概
要

　

台
湾
の
近
代
的
な
刑
事
控
訴
制
度
は
、
一
九
一
一
（
宣
統
二
）
年
一
月
二
四
日
に
上
奏
さ
れ
た
最
初
の
近
代
刑
事
手
続
法
案
で
あ
る

清
刑
訴
草
案
に
遡
る
。
こ
の
清
刑
訴
草
案
は
、
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
一
〇
月
七
日
に
公
布
さ
れ
、
翌
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
た

日
本
の
「
刑
事
訴
訟
法
」（
明
治
二
三
年
法
律
第
九
六
号
、
以
下
、「
明
治
刑
訴
法
」
と
呼
ぶ
）
を
基
礎
に
し
て
日
本
の
法
学
者
岡
田
朝

太
郎
に
よ
り
起
草
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
予
審
や
第
一
審
の
基
本
構
造
の
み
な
ら
ず
、
上
訴
制
度
も
基
本
的
に
明
治
刑
訴
法
の
も
の
が

そ
の
ま
ま
継
受
さ
れ
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
裁
判
所
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
岡
田
朝
太
郎
が
中
心
と
な
り
、
日
本
の
「
裁
判
所
構
成
法
」（
明
治
二
三
年
法
律
第
六

号
）
を
基
礎
に
し
て
起
草
さ
れ
た
「
法
院
編
制
法
」
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
大
理
院
、
高
等
審
判
庁
、
地
方
審
判
庁
、
初
級
審

判
庁
の
四
種
類
の
裁
判
所
が
設
け
ら
れ
、
初
級
審
判
庁
ま
た
は
地
方
審
判
庁
を
第
一
審
と
し
、
地
方
審
判
庁
ま
た
は
高
等
審
判
庁
を
第

二
審
と
し
、
高
等
審
判
庁
ま
た
は
大
理
院
を
第
三
審
と
す
る
裁
判
所
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。

　

刑
事
控
訴
制
度
の
目
的
は
、
第
一
審
が
行
っ
た
事
件
に
つ
い
て
改
め
て
審
理
を
行
い
、
当
事
者
の
具
体
的
救
済
及
び
法
令
解
釈
の
統

一
を
達
成
す
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
第
一
審
の
審
理
は
一
人
の
裁
判
官
の
単
独
審
に
よ
り
行
わ
れ
る
た
め
、
思
慮
不
足

で
あ
っ
た
り
、
粗
略
な
裁
判
と
な
る
こ
と
を
防
ぎ
き
れ
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
三
人
の
裁
判
官
に
よ

り
構
成
さ
れ
る
第
二
審
が
、
第
一
審
が
行
っ
た
誤
謬
の
あ
る
判
決
を
是
正
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

清
刑
訴
草
案
の
下
で
は
、
初
級
審
判
庁
ま
た
は
地
方
審
判
庁
の
第
一
審
判
決
に
対
し
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、「
控
告
（
控
訴
）」
を

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）
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台湾における刑事控訴制度の成立と展開（一）　

す
る
こ
と
が
で
き
た
（
同
草
案
三
七
二
条
）。
そ
の
手
続
は
、
概
要
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
控
告
提
起
期
間
は
七
日
間
と
さ
れ
、
控
告
の
申
立
て
を
す
る
に
は
第
一
審
審
判
衙
門
に
申
立
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
（
清
刑
訴
草
案
三
七
三
条
、
三
七
五
条
）。
控
告
申
立
人
に
よ
る
控
告
理
由
の
明
示
は
要
求
さ
れ
て
お
ら
ず
、
申
立
書
に
控
告

の
意
思
が
明
示
さ
れ
れ
ば
十
分
な
も
の
と
さ
れ
た
。

　

控
告
の
申
立
て
が
控
告
権
消
滅
後
に
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
第
一
審
審
判
衙
門
は
、
検
察
官
の
意
見
を
聞
き
、
決
定
を
も
っ
て
控
告

を
棄
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
清
刑
訴
草
案
三
七
六
条
一
項
）。
訴
訟
に
関
す
る
書
類
及
び
証
拠
物
に
つ
い
て
は
、
第
一
審
審
判
衙

門
が
衙
門
付
の
検
察
官
に
送
付
し
、
検
察
官
は
、
控
告
審
判
衙
門
付
の
検
察
官
に
送
付
し
、
そ
の
検
察
官
は
訴
訟
に
関
す
る
書
類
及
び

証
拠
物
を
検
視
し
、
こ
れ
を
控
告
審
判
衙
門
に
送
付
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
（
同
草
案
三
七
七
条
一
、
二
項
）。

　

控
告
の
審
理
に
は
、
別
段
の
規
定
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
第
一
審
公
判
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
（
同
草
案
三
八
七
条
）。
審
判
長
は
、

被
告
人
の
人
定
質
問
の
あ
と
、
控
告
申
立
人
に
控
告
の
趣
旨
を
陳
述
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
草
案
三
八
〇
条
）。
控
告
審
判
衙

門
は
、
原
判
決
中
の
控
告
さ
れ
た
部
分
を
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
草
案
三
八
一
条
）。
第
一
審
に
お
い
て
行
わ
れ
た
証
人
尋

問
ま
た
は
検
証
に
つ
い
て
、
控
告
審
判
衙
門
が
再
度
の
尋
問
ま
た
は
検
証
の
必
要
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
尋
問
調
書
ま
た
は
検
証

調
書
を
証
拠
書
類
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
草
案
三
八
二
条
）。
第
一
審
審
判
衙
門
が
不
法
に
管
轄
違
い
を
言
い
渡
し
、

ま
た
は
公
訴
を
棄
却
し
た
と
き
、
控
告
審
判
衙
門
は
、
そ
の
判
決
を
破
棄
し
、
事
件
を
原
審
判
衙
門
に
差
し
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
同
草
案
三
八
四
条
二
項
）。
そ
れ
以
外
の
場
合
は
、
控
告
審
判
衙
門
は
第
一
審
判
決
に
拘
束
さ
れ
ず
、
事
件
全
般
に
つ
い
て
審
理
を

行
い
、
控
告
理
由
の
有
無
に
応
じ
て
、
控
告
を
棄
却
し
、
ま
た
は
原
判
決
中
の
控
訴
さ
れ
た
部
分
を
破
棄
し
、
さ
ら
に
判
決
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
（
同
草
案
三
八
三
条
二
号
、
三
八
四
条
一
項
）。
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2　

控
訴
制
度
に
関
す
る
評
価

　

で
は
、
清
刑
訴
草
案
に
お
け
る
刑
事
控
訴
制
度
は
ど
の
よ
う
に
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　

岡
田
朝
太
郎
は
、「
控
訴
の
性
質
に
よ
っ
て
、
前
審
の
覆
審
と
前
審
の
続
審
と
い
う
二
種
類
が
挙
げ
ら
れ
る
」
が
、「
控
訴
裁
判
所
が

独
立
の
調
査
権
を
有
し
、
前
審
に
拘
束
さ
れ
な
い
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
両
者
は
同
様
で
あ
る
。
両
者
の
差
異
は
、
前
者
で
は
、
改

め
て
取
調
を
す
る
こ
と
が
原
則
で
あ
り
、
前
審
の
手
続
を
承
認
す
る
こ
と
が
例
外
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
で
は
、
前
審
の
手
続
を

承
認
す
る
こ
と
が
原
則
で
あ
り
、
改
め
て
取
調
を
す
る
こ
と
が
例
外
で
あ
る
」
と
し
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
説
明
を
前
提
と
す
る
と
、「
控
告
審
判
衙
門
は
、
原
判
決
中
の
控
告
さ
れ
た
部
分
を
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
旨

定
め
る
清
刑
訴
草
案
三
八
一
条
、「
前
審
に
お
い
て
行
わ
れ
た
証
人
尋
問
ま
た
は
検
証
に
つ
い
て
控
告
審
判
衙
門
が
再
度
の
尋
問
ま
た

は
検
証
の
必
要
は
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
尋
問
調
書
ま
た
は
検
証
調
書
を
証
拠
書
類
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
旨
定
め
る

同
草
案
三
八
二
条
の
趣
旨
は
次
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
控
告
審
判
衙
門
は
、
原
則
と
し
て
、
前
審
に
お
い
て
行
わ
れ
た

証
人
尋
問
ま
た
は
検
証
に
つ
い
て
も
改
め
て
尋
問
ま
た
は
検
証
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
前
審
の
尋
問
調
書
ま
た
は
検
証
調
書
を
証
拠

書
類
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
は
例
外
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
清
刑
訴
草
案
の
刑
事
控
訴
制
度
に
お
い
て
、
控
訴
さ
れ
た
事
件
に
関
わ
る
第
一
審
の
一
件
記
録
、
証
拠
物
な
ど
は
そ
の

ま
ま
控
告
審
判
衙
門
に
提
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
訴
訟
資
料
に
つ
い
て
は
、
控
告
審
判
衙
門
の
裁
量
に
よ
り
事
実
認
定
の
根
拠

と
し
て
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
範
囲
内
で
は
、
控
訴
審
に
よ
る
事
件
の
審
理
は
第
一
審
の
審
理
を
「
継
続
」
し
て
い
た
と
も

い
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
覆
審
制
」
の
概
念
で
は
、
清
刑
訴
草
案
の
刑
事
控
訴
制
度
を
十
分
に
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
清
刑
訴
草
案
の
母
法
で
あ
る
明
治
刑
訴
法
に
お
い
て
も
、
同
様
の
問
題
が
存
在
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
明

（
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治
刑
訴
法
下
に
お
け
る
控
訴
の
審
理
に
は
、
地
方
裁
判
所
の
第
一
審
の
審
判
に
関
す
る
規
定
が
適
用
さ
れ
る
（
同
法
二
五
八
条
一
項
）。

し
か
し
、
第
一
審
に
お
い
て
尋
問
し
た
証
人
ま
た
は
鑑
定
人
を
改
め
て
尋
問
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
控
訴
裁
判
所
が
決
定
権
を
有
し

て
い
た
（
同
条
二
項
）。
こ
う
し
た
刑
事
控
訴
制
度
は
、「
旧
刑
訴
（
大
正
刑
訴
法
）
の
控
訴
審
の
よ
う
に
一
審
の
裁
判
に
は
お
構
い
な

く
証
拠
調
を
全
面
的
に
や
り
直
し
た
と
い
う
も
の
で
は
な
い
の
で
、
む
し
ろ
続
審
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
ろ
う
」
と
の
評
価
も
あ
っ

た
。

　

確
か
に
、
明
治
刑
訴
法
二
五
八
条
二
項
の
下
で
は
、
控
訴
審
に
お
い
て
、
証
拠
調
べ
が
全
面
的
に
や
り
直
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
刑
訴
法
に
お
け
る
控
訴
審
は
、
第
一
審
の
訴
訟
行
為
を
有
効
と
し
、
そ
の
訴
訟
資
料
を
全
て
受
け
継
い
で
い

た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
「
続
審
制
」
と
い
っ
て
よ
い
か
は
疑
問
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
覆
審
制
」、「
続
審
制
」
の
い
ず
れ

の
概
念
に
よ
っ
て
も
、
清
刑
訴
草
案
ま
た
は
明
治
刑
訴
法
の
刑
事
控
訴
制
度
を
適
切
に
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
従
来
の
「
覆
審
制
」
か
「
続
審
制
」
か
の
二
者
択
一
の
議
論
に
お
い
て
は
、
実
際
の
運
用
状
況
を
適
切
に
評
価
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

そ
こ
で
、
刑
事
控
訴
制
度
の
特
徴
を
的
確
に
把
握
す
る
た
め
に
は
、
第
一
審
と
控
訴
審
の
関
係
に
着
目
し
、「
第
一
審
の
資
料
を
遮

断
す
る
か
否
か
」
を
新
た
な
分
析
の
基
準
と
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
指
標
を
加
え
つ
つ
、
従
来
の
覆
審
・
続
審
・
事
後
審
の
分
類
に

お
い
て
用
い
ら
れ
て
き
た
観
点
を
改
め
て
整
理
し
直
す
と
、
次
の
よ
う
に
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
審
と
控
訴
審
の
関

係
に
つ
い
て
は
、「
控
訴
審
の
審
判
の
対
象
は
、
控
訴
さ
れ
た
事
件
そ
れ
自
体
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
、
第
一
審
の
判
決
の
当
否
か

（
第
一
観
点
）」、
控
訴
審
の
審
判
の
対
象
が
、
事
件
そ
れ
自
体
で
あ
る
と
し
て
、「
控
訴
審
に
お
い
て
は
、
第
一
審
の
資
料
が
遮
断
さ

れ
る
か
否
か
（
第
二
観
点
）」、
資
料
が
遮
断
さ
れ
な
い
と
し
て
、「
控
訴
審
は
第
一
審
の
審
理
を
継
続
す
る
か
否
か
（
第
三
観
点
）」
と

い
う
三
つ
の
観
点
か
ら
検
討
し
直
す
必
要
が
あ
る
。
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こ
の
判
断
基
準
（
三
つ
の
観
点
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
控
訴
審
の
分
析
枠
組
）
に
よ
れ
ば
、
控
訴
審
は
、「
第
一
審
判
決
審
理

0

0

0

0

型
」、

「
事
件
審
理
・
資
料
遮
断
型
」、「
事
件
審
理
・
資
料
非
遮
断
・
審
理
継
続
型
」、「
事
件
審
理
・
資
料
非
遮
断
・
審
理
や
り
直
し
型
」
の

四
種
類
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
う
ち
、
事
後
審
、
覆
審
、
続
審
は
そ
れ
ぞ
れ
「
第
一
審
判
決
審
理

0

0

0

0

型
」、「
事
件
審
理
・
資

料
遮
断
型
」、「
事
件
審
理
・
資
料
非
遮
断
・
審
理
継
続
型
」
に
相
当
す
る
。

　

で
は
、
清
刑
訴
草
案
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。「
三
つ
の
観
点
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
控
訴
審
の
分
析
枠
組
」
を
用
い
て
検
討
し
て
み
る

と
、
控
訴
審
の
審
判
の
対
象
は
、
事
件
そ
れ
自
体
で
あ
る
。
第
一
観
点
か
ら
は
、「
事
件
審
理
型
」
に
分
類
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

次
に
、
第
二
観
点
か
ら
見
て
み
る
と
、
第
一
審
と
第
二
審
の
間
に
は
、
資
料
遮
断
の
仕
組
み
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、「
事
件

審
理
・
資
料
非
遮
断
型
」
と
な
り
、
第
三
観
点
に
お
い
て
は
、
前
述
の
通
り
、
控
告
審
判
衙
門
が
第
一
審
の
審
理
を
継
続
す
る
の
で
は

な
く
、
最
初
か
ら
審
理
を
や
り
直
す
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
事
件
審
理
・
資
料
非
遮
断
・
審
理
や
り
直
し
型
」
に
分

類
さ
れ
る
。

　
　

3　

大
清
刑
事
訴
訟
律
草
案
の
歴
史
的
意
義
と
展
開

　

清
刑
訴
草
案
は
、
一
九
一
一
（
宣
統
二
）
年
一
月
二
四
日
に
上
奏
さ
れ
た
後
、
憲
政
編
審
館
に
送
付
さ
れ
た
。
清
国
は
、
一
九
一
一

（
宣
統
三
）
年
に
こ
れ
を
公
布
し
、
さ
ら
に
、
そ
の
翌
年
か
ら
施
行
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
一
一
（
宣
統
三
）

年
五
月
に
四
川
各
地
で
保
路
運
動
が
起
こ
り
、
同
年
一
〇
月
に
は
、
保
路
運
動
を
契
機
と
し
た
武
昌
起
義
が
湖
北
で
勃
発
し
、
南
方
各

省
が
独
立
し
た
。
さ
ら
に
、
一
九
一
二
（
宣
統
四
）
年
一
月
一
日
に
、
中
華
民
国
が
南
京
で
立
国
を
宣
布
し
、
翌
月
一
二
日
に
、
溥
儀

皇
帝
が
退
位
の
発
表
を
行
い
、
清
国
は
滅
亡
し
た
。
そ
の
結
果
、
清
刑
訴
草
案
は
、
予
定
通
り
に
公
布
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
清
刑
訴
草
案
は
、
後
の
中
華
民
国
に
と
っ
て
不
可
欠
な
存
在
と
な
っ
た
。
新
た
な
国
が
成
立
し
た
際
に
、
政
権
が

不
安
定
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
法
制
度
を
整
備
す
る
余
裕
が
な
か
っ
た
た
め
、
中
華
民
国
の
国
体
に
抵
触
し
な
い
こ
と
を
前
提
に
、
司
法
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部
は
、
同
草
案
を
部
分
的
に
援
用
す
る
こ
と
を
中
華
民
国
政
府
に
要
請
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
援
用
さ
れ
な
か
っ
た
部
分
も
、

「
訴
訟
法
理
」
と
し
て
審
判
機
関
に
よ
り
利
用
さ
れ
て
い
た
。

　

一
九
一
六
（
民
国
五
）
年
以
降
、
中
華
民
国
は
軍
閥
時
代
に
入
り
、
北
京
に
置
か
れ
た
中
華
民
国
北
洋
政
府
（
以
下
、「
北
洋
政

府
」
と
呼
ぶ
）
と
、
広
州
に
置
か
れ
た
中
華
民
国
軍
政
府
（
以
下
、「
軍
政
府
」
と
呼
ぶ
）
が
南
北
で
対
立
し
て
い
た
。

　

一
九
二
一
（
民
国
一
〇
）
年
、
軍
政
府
は
、
当
時
の
刑
事
手
続
に
関
す
る
規
定
が
繁
雑
で
あ
り
、
系
統
的
で
な
い
た
め
、
法
院
が
法

律
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
訴
訟
が
停
滞
し
て
い
る
と
し
て
、
清
刑
訴
草
案
の
「
中
華
民
国
臨
時
約
法
」
等
の
法
律
に
抵
触
し
た

部
分
を
修
正
し
、
三
月
二
日
に
、「
刑
事
訴
訟
律
」（
以
下
、「
刑
訴
律
」
と
呼
ぶ
）
を
公
布
し
、
同
年
五
月
二
日
よ
り
施
行
し
た
。
も

っ
と
も
、
刑
事
控
訴
制
度
に
つ
い
て
は
、
清
刑
訴
草
案
の
文
言
の
修
正
の
み
に
止
ま
り
、
実
質
的
修
正
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

　

他
方
、
一
九
二
一
（
民
国
一
〇
）
年
、
北
洋
政
府
も
、
清
刑
訴
草
案
を
基
礎
に
し
、
さ
ら
に
大
正
一
〇
（
一
九
二
一
）
年
八
月
二
四

日
に
日
本
の
刑
事
訴
訟
法
改
正
調
査
委
員
会
に
よ
り
起
草
さ
れ
た
刑
事
訴
訟
法
改
正
案
を
参
考
に
し
て
「
刑
事
訴
訟
条
例
」（
以
下
、

「
刑
訴
条
例
」
と
呼
ぶ
）
を
起
草
し
た
。
同
条
例
は
、
同
年
一
一
月
一
四
日
に
公
布
さ
れ
、
一
九
二
二
（
民
国
一
一
）
年
一
月
一
日
よ

り
東
省
特
別
法
院
区
に
お
い
て
施
行
さ
れ
た
。

　

刑
訴
条
例
下
に
お
け
る
上
訴
制
度
に
は
、
①
上
訴
提
出
期
間
の
延
長
（
同
条
例
三
七
七
条
）、
②
原
審
法
院
へ
の
上
訴
理
由
の
提
出

（
同
条
例
三
七
八
条
）、
③
被
告
人
の
同
意
を
得
る
こ
と
な
く
そ
の
利
益
の
た
め
の
上
訴
の
取
下
げ
を
す
る
こ
と
の
禁
止
（
同
条
例
三

八
二
条
）
に
関
す
る
規
定
が
新
設
さ
れ
た
。
控
訴
制
度
に
つ
い
て
は
、「
拘
留
ま
た
は
百
圓
以
下
の
罰
金
に
当
た
る
第
一
審
判
決
に
対

し
て
は
、
被
告
人
の
利
益
の
た
め
の
控
訴
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」（
同
条
例
三
八
九
条
）
と
す
る
規
定
が
新
設
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

以
外
は
、
条
文
の
文
言
の
修
正
を
除
き
、
清
刑
訴
草
案
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
公
布
さ
れ
な
か
っ
た
清
刑
訴
草
案
は
、
軍
政
府
の
刑
訴
律
及
び
北
洋
政
府
の
刑
訴
条
例
と
し
て
中
華
民
国
に
お
い
て

（
30
）

（
31
）

（
32
）

（
33
）

（
34
）

（
35
）
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展
開
し
、
同
国
の
法
制
度
に
影
響
を
与
え
た
。

「
法
院
」
は
日
本
の
「
裁
判
所
」
に
当
た
る
。

各
裁
判
所
の
構
成
に
つ
い
て
、
大
審
院
、
高
等
審
判
庁
・
地
方
審
判
庁
（
第
二
審
）
は
そ
れ
ぞ
れ
五
人
、
三
人
の
裁
判
官
に
よ
り
構
成
さ

れ
る
の
に
対
し
て
、
地
方
審
判
庁
（
第
一
審
）
及
び
初
級
審
判
庁
は
一
人
の
裁
判
官
の
単
独
制
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
岡
田
朝
太
郎
著
（
熊
元
襄

訳
）『
法
院
編
制
法
』（
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）
三
一
─
三
二
頁
。

朝
陽
大
学
『
刑
事
訴
訟
法
』（
中
国
政
法
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）
二
三
二
─
二
三
三
頁
、
邵
羲
『
一
九
一
一
年
刑
事
訴
訟
法
釈

義
』（
中
国
政
法
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）
一
七
八
─
一
七
九
頁
。

同
草
案
の
第
三
篇
に
は
、「
上
訴
」
編
が
設
け
ら
れ
、
通
則
、
控
告
、
上
告
、
抗
告
に
つ
い
て
の
規
定
が
お
か
れ
た
。
そ
の
う
ち
、「
控

告
」
が
「
控
訴
」
に
該
当
す
る
。

上
訴
は
放
棄
ま
た
は
取
下
げ
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
同
草
案
三
五
九
条
、
三
六
〇
条
）。

「
審
判
衙
門
」
は
「
裁
判
所
」
に
当
た
る
。

判
決
の
一
部
と
そ
の
ほ
か
の
部
分
を
分
割
で
き
る
場
合
に
限
っ
て
、
一
部
控
告
も
認
め
ら
れ
て
い
た
（
同
草
案
三
七
四
条
）。

当
事
者
は
上
訴
す
る
こ
と
が
で
き
、
検
察
官
は
被
告
人
の
利
益
の
た
め
に
も
、
上
訴
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
同
草
案
三
五
七
条
）。
指
定

弁
護
事
件
に
か
か
る
原
審
の
弁
護
人
は
被
告
人
の
明
示
の
意
思
に
反
し
な
い
限
り
、
被
告
人
の
利
益
の
た
め
に
上
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同

草
案
六
一
条
）。
被
告
人
の
法
定
代
理
人
ま
た
は
夫
は
、
被
告
人
の
補
佐
人
と
し
て
、
被
告
人
の
た
め
独
立
し
て
上
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
同
草
案
六
二
条
）。

朝
陽
大
学
・
前
掲
注
（
7
）
二
二
八
頁
。

法
院
編
制
法
の
下
で
は
、
検
察
官
は
審
判
庁
に
配
置
さ
れ
て
い
た
（
同
法
八
五
条
）。

控
告
が
被
告
人
ま
た
は
被
告
人
の
補
佐
人
に
よ
り
申
し
立
て
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
被
告
人
が
出
頭
し
な
い
と
き
は
、
控
告
審
判
衙
門

は
判
決
を
も
っ
て
控
告
を
棄
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
控
告
が
検
察
官
に
よ
り
申
し
立
て
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
被
告
人
が
出
頭

し
な
い
と
き
は
、
被
告
人
の
弁
論
を
待
た
ず
直
ち
に
判
決
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
（
清
刑
訴
草
案
三
八
六
条
）。

こ
の
清
刑
訴
草
案
三
八
二
条
の
趣
旨
に
つ
い
て
、
立
法
理
由
に
は
、「
手
続
の
繁
雑
さ
と
手
数
を
省
く
」
と
あ
る
。
呉
宏
耀
＝
郭
恒
『
一

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）
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台湾における刑事控訴制度の成立と展開（一）　

九
一
一
刑
事
訴
訟
律
（
草
案
）：
立
法
理
由
、
判
決
及
解
釈
例
』（
中
国
政
法
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
三
一
二
頁
参
照
。

た
だ
し
、
控
告
審
判
衙
門
は
、
第
一
審
の
判
決
に
つ
い
て
不
法
な
管
轄
違
い
を
認
め
、
か
つ
第
一
審
の
管
轄
権
を
有
す
る
と
き
は
、
第
一

審
と
し
て
判
決
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
草
案
三
八
四
条
三
項
）。

そ
の
う
ち
、
第
一
審
審
判
衙
門
の
判
決
が
示
し
た
事
実
に
つ
い
て
は
、
控
告
審
判
衙
門
は
、
そ
れ
を
判
決
に
引
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
同
草
案
三
八
五
条
）。

岡
田
朝
太
郎
著
（
熊
元
襄
訳
）『
刑
事
訴
訟
法
』（
中
国
政
法
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）
一
三
七
頁
。

胡
逸
維
「
戦
前
刑
事
控
訴
制
度
の
理
論
と
実
際
」
阪
大
法
学
七
一
巻
五
号
（
二
〇
二
二
年
）
二
二
六
頁
以
下
参
照
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
磯
部
四
郎
『
刑
事
訴
訟
法
講
義
（
下
巻
）』（
八
尾
新
助
、
一
八
九
一
年
）
二
〇
八
─
二
〇
九
頁
は
、「
已
ニ
第
一
審

テ
作
リ
タ
ル
公
判
始
末
書
又
ハ
訴
訟
記
錄
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
テ
第
一
審
ニ
於
テ
為
シ
タ
ル
證
人
又
ハ
鑑
定
人
ノ
供
述
又
ハ
鑑
定
ノ
事
柄
ハ
明
白
ナ

ル
」
と
説
明
し
て
い
た
。

青
柳
文
雄
「
刑
事
手
続
特
に
上
訴
制
度
と
刑
罰
観
」『
刑
事
裁
判
と
国
民
性
（
理
論
編
）』（
慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
、
一
九
七
六

年
）
一
一
九
頁
、
同
「
明
治
期
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
刑
訴
の
受
容
と
修
正
」『
刑
事
裁
判
と
国
民
性
（
総
括
編
）』（
有
斐
閣
、
一
九
七
九
年
）

一
三
頁
。

胡
・
前
掲
注
（
20
）
二
三
三
頁
。

こ
の
型
の
刑
事
控
訴
制
度
に
お
い
て
は
、
事
件
に
つ
い
て
改
め
て
審
理
を
行
う
わ
け
で
は
な
い
た
め
、「
事
件
審
理
型
」
と
比
べ
れ
ば
、

第
一
審
の
判
決
が
よ
り
尊
重
さ
れ
る
一
方
で
、
第
一
審
の
事
実
審
と
し
て
の
役
割
も
強
化
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ

な
ら
、
控
訴
審
に
お
い
て
は
、
当
事
者
は
、
新
た
な
証
拠
や
事
実
な
ど
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
さ
れ
る
た
め
、
当
事
者
は
、
第

一
審
に
全
力
で
臨
む
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
誤
謬
の
あ
る
判
決
か
ら
の
救
済
と
い
う
側
面
に
お
い
て
は
、「
事
件
審
理
型
」

と
比
べ
て
、
限
界
が
あ
る
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
張
熙
懷
「
從
實
務
角
度
談
上
訴
審
之
改
造
」
檢
察
新
論
第
九
期
（
二
〇
一
一
年
）
六
一
─
六

二
頁
。こ

の
型
の
刑
事
控
訴
制
度
に
お
い
て
は
、
控
訴
審
裁
判
所
の
構
成
及
び
審
理
の
手
続
が
第
一
審
よ
り
慎
重
か
つ
厳
密
で
、
控
訴
審
に
よ
り

事
件
に
つ
い
て
最
初
か
ら
審
理
が
や
り
直
さ
れ
る
た
め
、
誤
謬
の
あ
る
判
決
に
対
し
て
効
果
の
あ
る
救
済
方
法
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

陳
樸
生
「
第
一
審
中
心
與
第
二
審
中
心
」
軍
法
專
刊
第
一
三
卷
第
二
期
（
一
九
六
七
年
）
一
一
頁
、
張
・
前
掲
注
（
24
）
六
〇
頁
。
ま
た
、
第

（
17
）

（
18
）

（
19
）

（
20
）

（
21
）

（
22
）

（
23
）

（
24
）

（
25
）
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一
審
の
審
理
を
ご
破
算
に
し
、
か
つ
第
一
審
の
資
料
が
遮
断
さ
れ
る
。
控
訴
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
、
第
二
回
の
「
第
一
審
」
と
し
て
、
最
初

か
ら
審
理
を
や
り
直
す
の
で
、
直
接
審
理
主
義
に
も
よ
り
よ
く
適
合
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
控
訴
審
が
第
一
審
と
同
じ
審
判
の

手
続
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
り
、
被
告
事
件
に
関
す
る
審
理
の
時
間
が
長
期
化
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
第
一
審
よ
り
も
時
間
が
経
過
し
て
い
る

の
で
、
そ
の
正
確
性
が
ど
れ
く
ら
い
確
保
で
き
る
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
小
野
清
一
郎
『
刑
事
訴
訟
法
講
義
』（
有
斐
閣
、
一
九
四
〇
年
）

五
三
一
頁
、
團
藤
重
光
『
刑
事
訴
訟
法
綱
要
』（
弘
文
堂
書
房
、
一
九
四
三
年
）
六
三
二
頁
、
呉
水
木
『
刑
事
第
二
審
可
否
改
採
事
後
審
為
原

則
並
明
定
其
上
訴
理
由
之
研
究
』（
司
法
院
秘
書
處
、
一
九
九
七
年
）
五
頁
。

こ
の
型
の
刑
事
控
訴
制
度
に
お
い
て
は
、
第
一
審
の
審
理
を
ご
破
算
に
せ
ず
、
控
訴
審
は
、
事
件
に
つ
い
て
第
一
審
の
審
理
を
継
続
す
る
。

「
事
件
審
理
・
資
料
遮
断
型
」
と
比
べ
れ
ば
、
訴
訟
経
済
に
よ
り
よ
く
適
合
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
当
事
者
に
よ
る
新
た
な
証
拠
や

事
実
な
ど
の
提
出
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
当
事
者
に
と
っ
て
は
、
誤
謬
の
あ
る
判
決
に
具
体
的
な
救
済
機
会
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。

陳
・
前
掲
注
（
25
）
七
─
八
頁
、
張
・
前
掲
注
（
24
）
六
一
頁
。
も
っ
と
も
、
第
一
審
の
訴
訟
行
為
が
有
効
と
さ
れ
、
第
一
審
の
訴
訟
資
料
が

全
て
控
訴
審
に
よ
り
受
け
継
が
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
控
訴
審
の
審
理
は
、
必
ず
し
も
直
接
審
理
主
義
に
適
合
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
呉
・
前
掲

注
（
25
）
四
頁
。
他
方
、
当
事
者
は
、
新
た
な
証
拠
や
事
実
な
ど
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
、
そ
こ
で
、
新
た
な
証
拠
や
事
実

な
ど
が
み
だ
り
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
一
審
が
軽
視
さ
れ
た
り
、
濫
控
訴
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
の
問
題
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
お
そ

れ
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
型
の
刑
事
控
訴
制
度
に
お
い
て
は
、
第
一
審
の
資
料
は
遮
断
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、「
事
件
審
理
・
資
料
非
遮
断
・
審
理
継
続
型
」

の
よ
う
に
、
第
一
審
の
訴
訟
資
料
を
全
て
受
け
継
ぐ
の
で
は
な
く
、
控
訴
審
は
、
必
要
と
判
断
し
た
範
囲
で
し
か
第
一
審
の
訴
訟
資
料
を
引
き

継
が
な
い
も
の
と
さ
れ
る
。
控
訴
審
は
、
控
訴
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
、
第
一
審
の
よ
う
に
、
最
初
か
ら
審
理
を
や
り
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
控
訴
審
は
、
控
訴
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
、
第
一
審
の
訴
訟
資
料
を
部
分
的
に
受
け
継
ぎ
つ
つ
も
、
最
初
か

ら
審
理
を
や
り
直
す
。
同
型
の
刑
事
控
訴
制
度
に
お
い
て
は
、「
事
件
審
理
・
資
料
遮
断
型
」
と
比
べ
れ
ば
、
訴
訟
経
済
に
よ
り
よ
く
適
合
す

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
事
件
に
つ
い
て
、「
一
応
」
最
初
か
ら
審
理
が
や
り
直
さ
れ
る
た
め
、
理
論
的
に
は
、
誤
謬
の
あ
る
判
決
に
対

し
て
よ
り
効
果
の
あ
る
救
済
方
法
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
当
事
者
が
第
一
審
を
軽
視
し
た
り
、
濫
控
訴
し
た
り
、
控
訴
審
の

審
理
が
直
接
審
理
主
義
に
反
し
た
り
す
る
な
ど
の
問
題
は
、
こ
の
型
に
も
、
基
本
的
に
は
妥
当
す
る
。

胡
・
前
掲
注
（
20
）
二
三
四
頁
。

（
26
）

（
27
）

（
28
）
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台湾における刑事控訴制度の成立と展開（一）　

劉
觀
其
『
一
口
氣
讀
完
大
清
史
』（
海
鴿
、
二
〇
一
四
年
）
四
二
六
─
四
三
〇
頁
。

当
時
の
中
華
民
国
に
お
け
る
最
高
司
法
機
関
で
あ
る
。

黃
源
盛
「
近
代
刑
事
訴
訟
理
念
與
體
制
的
形
塑
─
─
民
初
大
理
院
刑
事
程
序
判
決
再
探
」
法
制
史
研
究
第
一
八
期
（
二
〇
一
〇
年
）
一
九

一
頁
。一

九
一
二
（
民
国
元
）
年
に
中
華
民
国
で
公
布
・
施
行
さ
れ
た
臨
時
的
な
基
本
法
で
あ
る
。

國
史
館
『
中
華
民
國
史
法
律
志
（
初
稿
）』（
國
史
館
、
一
九
九
四
年
）
一
七
九
頁
、
黃
・
前
掲
注
（
31
）
一
九
〇
頁
、
謝
振
民
『
中
華
民

國
立
法
史
（
下
）』（
河
南
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）
一
二
四
八
頁
。

同
法
案
は
翌
年
五
月
五
日
に
公
布
さ
れ
、
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
一
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
「
刑
事
訴
訟
法
」（
大
正
一
一
年
法

律
第
七
五
号
）
の
元
に
な
っ
た
。

「
政
府
公
報
」（
第
二
〇
五
六
號
、
一
九
二
一
年
）
二
〇
七
─
二
〇
八
頁
。

三　

一
九
二
八
年
・
一
九
三
五
年
制
定
の
中
華
民
国
刑
事
訴
訟
法
に
お
け
る
刑
事
控
訴
制
度

　
　

1　

控
訴
制
度
の
概
要

 

（
一
）
一
九
二
八
年
制
定
の
中
華
民
国
刑
事
訴
訟
法

　

一
九
二
一
（
民
国
一
〇
）
年
四
月
、
軍
政
府
が
改
組
さ
れ
、
政
府
の
名
称
が
中
華
民
国
正
式
政
府
に
改
め
ら
れ
、
北
洋
政
府
と
の
対

立
は
続
い
た
。
そ
の
後
、
中
華
民
国
正
式
政
府
は
、
広
東
大
元
帥
府
を
経
て
、
一
九
二
五
（
民
国
一
四
）
年
七
月
一
日
に
、
国
民
政
府

に
改
組
さ
れ
た
。
一
九
二
六
（
民
国
一
五
）
年
七
月
九
日
か
ら
、
国
民
政
府
は
北
洋
政
府
を
打
倒
し
、
全
国
統
一
を
目
指
し
た
北
伐
戦

争
を
行
っ
た
。
北
伐
戦
争
末
期
、
政
治
の
不
安
定
さ
は
収
ま
り
始
め
、
国
民
政
府
は
全
国
に
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
刑
事
手
続
法
の

制
定
に
つ
い
て
議
論
を
は
じ
め
た
。

　

一
九
二
八
（
民
国
一
七
）
年
二
月
、
国
民
政
府
第
二
九
次
委
員
会
は
、
司
法
部
に
よ
る
刑
事
手
続
法
の
提
出
を
決
議
し
た
。
こ
の
決

（
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議
に
基
づ
い
て
、
司
法
部
は
「
刑
事
訴
訟
法
草
案
」
を
起
草
し
、
同
年
五
月
に
、
国
民
政
府
に
提
出
し
た
。
同
草
案
は
、
国
民
政
府
第

六
五
次
委
員
会
の
決
議
に
よ
っ
て
、
法
制
局
の
審
査
に
付
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
法
制
局
は
「
刑
事
訴
訟
法
草
案
」
の
改
正
案
を
作
成
し
、

中
央
政
治
会
議
に
提
出
し
た
。
同
改
正
案
は
中
央
政
治
会
議
第
一
四
九
次
会
議
に
お
い
て
可
決
さ
れ
、
一
九
二
八
（
民
国
一
七
）
年
七

月
二
八
日
に
公
布
さ
れ
、
同
年
九
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
。
同
年
一
二
月
二
九
日
に
、
北
伐
戦
争
が
終
結
し
、
全
国
統
一
が
果
た
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
一
九
二
八
年
刑
訴
法
が
全
国
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
九
二
八
年
刑
訴
法
に
お
け
る
刑
事
控
訴
制
度
の
目
的
は
、
第
一
審
が
行
っ
た
事
件
に
つ
い
て
改
め
て
審
理
を
行
い
、
当
事
者
の
具

体
的
救
済
及
び
法
令
解
釈
の
統
一
を
達
成
す
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
裁
判
と
は
法
律
を
正
し
く
適
用
し
、
真
犯
人
を
逃

さ
ず
、
無
辜
を
処
罰
し
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
そ
う
で
あ
る
こ
と
が
、
国
民
の
信
頼
を
獲
得
し
、
法
律
の
権
威
を
示

す
た
め
に
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

一
九
二
八
年
刑
訴
法
の
下
で
は
、
第
一
審
の
判
決
に
対
し
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
管
轄
の
第
二
審
法
院
に
控
訴
を
す
る
こ
と
が
で

き
た
（
同
法
三
七
五
条
）。
そ
の
手
続
は
、
概
要
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
控
訴
提
起
期
間
は
十
日
間
と
さ
れ
、
控
訴
の
申
立
て
を
す
る
に
は
、
原
審
法
院
に
不
服
の
理
由
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
申

立
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
理
由
が
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
控
訴
も
、
依
然
と
し
て
有
効
で
あ
る
（
一
九
二
八
年
刑

訴
法
三
六
三
条
、
三
六
四
条
）。

　

控
訴
の
申
立
て
が
法
律
上
の
方
式
に
違
反
し
、
ま
た
は
控
訴
権
消
滅
後
に
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
原
審
法
院
は
、
決
定
を
も
っ
て
控

訴
を
棄
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
一
九
二
八
年
刑
訴
法
三
七
七
条
一
項
）。
訴
訟
に
関
す
る
書
類
及
び
証
拠
物
に
つ
い
て
は
、
原
審

法
院
が
法
院
付
の
検
察
官
に
送
付
す
る
。
検
察
官
は
、
こ
れ
を
第
二
審
法
院
付
の
検
察
官
に
送
付
し
、
そ
の
検
察
官
は
訴
訟
に
関
す
る

書
類
及
び
証
拠
物
を
第
二
審
法
院
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
法
三
七
八
条
一
、
二
項
）。
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台湾における刑事控訴制度の成立と展開（一）　
　

控
訴
の
審
理
に
は
、
別
段
の
規
定
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
第
一
審
公
判
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
（
同
法
三
七
九
条
）。
審
判
長
は
、

被
告
人
の
人
定
質
問
の
あ
と
、
控
訴
申
立
人
に
控
訴
の
趣
旨
を
陳
述
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
法
三
八
〇
条
）。
第
二
審
法
院
は
、

原
判
決
中
の
控
訴
さ
れ
た
部
分
を
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
法
三
八
一
条
）。
控
訴
の
申
立
て
が
法
律
上
の
方
式
に
違
反
し
、

ま
た
は
控
訴
権
消
滅
後
に
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
第
二
審
法
院
は
、
判
決
を
も
っ
て
控
訴
を
棄
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
法
三
八

三
条
）。
そ
れ
以
外
の
場
合
は
、
第
二
審
法
院
は
第
一
審
判
決
に
拘
束
さ
れ
ず
、
事
件
全
般
に
つ
い
て
審
理
を
行
い
、
控
訴
理
由
の
有

無
に
応
じ
て
、
控
訴
を
棄
却
し
、
ま
た
は
原
判
決
中
の
控
訴
さ
れ
た
部
分
を
破
棄
し
、
さ
ら
に
判
決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
法

三
八
四
条
、
三
八
五
条
一
項
前
段
）。

 

（
二
）
一
九
三
五
年
制
定
の
中
華
民
国
刑
事
訴
訟
法

　

一
九
二
八
（
民
国
一
七
）
年
八
月
、
司
法
部
は
司
法
事
務
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
援
用
さ
れ
て
き
た
清
国
の
法
院
編
制
法
の
不
備
を

理
由
と
し
て
、「
暫
行
法
院
組
織
法
草
案
」
を
起
草
し
、
国
民
政
府
に
提
出
し
た
。
そ
の
後
、
同
草
案
は
中
央
政
治
会
議
第
一
五
二
次

会
議
に
よ
り
、
法
制
局
の
審
査
に
送
付
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
法
制
局
は
、
同
草
案
が
設
置
さ
れ
る
予
定
の
司
法
院
の
組
織
と
密
接
に

関
わ
っ
て
お
り
、
司
法
院
が
設
置
さ
れ
る
ま
で
は
、
い
か
な
る
基
準
に
よ
り
そ
れ
を
審
査
す
る
か
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し

て
、
草
案
の
審
査
を
一
時
停
止
す
る
こ
と
に
し
た
。
一
九
三
〇
（
民
国
一
九
）
年
六
月
に
、
新
た
に
設
置
さ
れ
た
司
法
院
は
、「
法
院

組
織
法
草
案
」
を
起
草
し
、
中
央
政
治
会
議
に
提
出
し
た
。
同
草
案
に
修
正
が
加
え
ら
れ
た
後
、
一
九
三
二
（
民
国
二
一
）
年
一
〇
月

二
八
日
に
、「
法
院
組
織
法
」
が
公
布
さ
れ
、
一
九
三
五
（
民
国
二
四
）
年
七
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
。
法
院
組
織
法
に
よ
っ
て
、

最
高
法
院
、
高
等
法
院
、
地
方
法
院
の
三
種
類
の
裁
判
所
が
設
け
ら
れ
、
地
方
法
院
、
高
等
法
院
を
第
一
審
ま
た
は
第
二
審
と
し
、
最

高
法
院
を
第
三
審
と
す
る
裁
判
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。

　

一
九
三
三
（
民
国
二
二
）
年
六
月
、
司
法
行
政
部
は
法
院
組
織
法
の
公
布
に
あ
わ
せ
て
、
一
九
二
八
年
刑
訴
法
を
基
礎
と
し
た
「
修

（
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正
刑
事
訴
訟
法
草
案
」
を
起
草
し
、
行
政
院
に
対
し
立
法
院
へ
そ
の
審
議
を
送
付
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
後
に
、
同
草
案
は
、
行
政
院

第
一
一
二
次
会
議
の
決
議
に
よ
り
、
立
法
院
に
送
付
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
審
議
が
加
え
ら
れ
、
一
九
三
五
（
民
国
二
四
）
年
一
月
一
日

に
、「
中
華
民
国
刑
事
訴
訟
法
」（
以
下
、「
一
九
三
五
年
刑
訴
法
」
と
呼
ぶ
）
が
公
布
さ
れ
、
同
年
七
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
。
一

九
二
八
年
刑
訴
法
と
比
べ
れ
ば
、
一
九
三
五
年
刑
訴
法
は
、
審
級
制
度
（
四
級
三
審
か
ら
三
級
三
審
）、
自
訴
範
囲
の
拡
大
、
上
訴
制

度
に
お
け
る
不
利
益
変
更
禁
止
の
原
則
の
新
設
な
ど
の
改
正
を
加
え
た
。

　

一
九
三
五
年
刑
訴
法
下
に
お
け
る
上
訴
制
度
で
は
、
一
九
二
八
年
刑
訴
法
三
六
四
条
の
「
上
訴
の
申
立
て
を
す
る
に
は
、
原
審
法
院

に
不
服
の
理
由
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
申
立
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
理
由
が
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
上
訴
も
、
依
然

と
し
て
有
効
で
あ
る
」
と
す
る
規
定
が
、「
上
訴
の
申
立
て
を
す
る
に
は
、
原
審
法
院
に
申
立
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
、
申
立
書
は
相
手
方
の
人
数
に
応
じ
て
謄
本
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
同
法
三
四
二
条
）
と
改
め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、「
原
審
法
院
の
書
記
官
は
、
申
立
書
の
謄
本
を
相
手
方
に
速
や
か
に
送
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
同
法
三
四
四
条
）
と
す

る
規
定
が
新
設
さ
れ
た
。

　

第
一
審
の
記
録
等
に
つ
い
て
は
、
一
九
二
八
年
刑
訴
法
三
七
八
条
一
、
二
項
の
「
訴
訟
に
関
す
る
書
類
及
び
証
拠
物
に
つ
い
て
は
、

原
審
法
院
が
法
院
付
の
検
察
官
に
送
付
す
る
。
検
察
官
は
、
こ
れ
を
第
二
審
法
院
付
の
検
察
官
に
送
付
し
、
そ
の
検
察
官
は
訴
訟
に
関

す
る
書
類
及
び
証
拠
物
を
第
二
審
法
院
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
規
定
が
、「
訴
訟
に
関
す
る
書
類
及
び
証
拠
物
に
つ

い
て
は
、
原
審
法
院
は
速
や
か
に
第
二
審
法
院
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
一
九
三
五
年
刑
訴
法
三
五
五
条
一
項
）
と
改
め
ら

れ
た
。

　

不
利
益
変
更
禁
止
に
つ
い
て
、「
被
告
人
に
よ
る
控
訴
ま
た
は
被
告
人
の
利
益
の
た
め
の
控
訴
の
場
合
に
は
、
第
二
審
法
院
は
原
判

決
の
刑
よ
り
重
い
刑
を
言
い
渡
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
原
判
決
の
法
条
適
用
が
不
当
で
あ
る
た
め
破
棄
さ
れ
た
場
合
は
、
こ

（
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台湾における刑事控訴制度の成立と展開（一）　

の
限
り
で
な
い
」（
同
法
三
六
二
条
）
と
規
定
さ
れ
た
。

　
「
控
訴
の
申
立
て
が
法
律
上
の
方
式
に
違
反
し
、
ま
た
は
控
訴
権
消
滅
後
に
行
わ
れ
た
場
合
、
原
判
決
が
管
轄
違
い
、
免
訴
も
し
く

は
不
受
理
の
判
決
に
対
し
て
控
訴
を
す
る
場
合
は
、
第
二
審
法
院
は
そ
の
理
由
が
な
い
と
認
め
て
控
訴
を
棄
却
し
、
ま
た
は
理
由
が
あ

る
と
認
め
て
事
件
を
差
し
戻
す
判
決
は
、
口
頭
弁
論
を
経
ず
に
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
」（
同
法
三
六
四
条
）、「
第
二
審
の
判
決

書
に
は
、
第
一
審
の
判
決
書
に
記
載
し
た
事
実
及
び
証
拠
を
引
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
」（
同
法
三
六
五
条
）、「
第
二
審
の
判
決
に
対

し
て
、
被
告
人
ま
た
は
自
訴
人
が
上
訴
（
告
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
送
達
す
べ
き
判
決
正
本
に
あ
わ
せ
て
上
訴
（
告
）
理

由
書
の
提
出
期
間
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
同
法
三
六
六
条
）
と
い
っ
た
諸
規
定
が
新
設
さ
れ
た
。

　

そ
れ
以
外
は
、
刑
事
控
訴
制
度
の
基
本
的
内
容
は
、
条
文
の
順
序
の
変
更
が
あ
っ
た
こ
と
を
除
け
ば
、
一
九
二
八
年
刑
訴
法
と
ほ
と

ん
ど
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。

　
　

2　

控
訴
制
度
に
関
す
る
評
価

　

一
九
二
八
年
刑
訴
法
、
一
九
三
五
年
刑
訴
法
の
刑
事
控
訴
制
度
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
控
訴
の
申
立
て
に
よ
り
、
第
二
審
法
院
は

第
一
審
法
院
に
お
い
て
判
決
が
行
わ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
、
第
一
審
の
訴
訟
資
料
に
拘
束
さ
れ
た
り
、
控
訴
申
立
て
の
理
由
に
拘
束
さ

れ
た
り
せ
ず
、
事
実
認
定
及
び
法
律
適
用
の
全
部
を
や
り
直
す
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
制
度
は
、
覆
審
制
と
呼
ば
れ

て
き
た
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
い
ず
れ
の
刑
事
控
訴
制
度
に
お
い
て
も
、「
訴
訟
に
関
す
る
書
類
及
び
証
拠
物
に
つ
い
て
は
、
第
二
審
法
院
に
送

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
清
刑
訴
草
案
と
違
い
、
こ
れ
ら
の
訴
訟
資
料

に
つ
い
て
は
、
第
二
審
法
院
の
裁
量
に
よ
り
事
実
認
定
の
根
拠
と
し
て
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
規
定
は
設
け
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
。

（
52
）

（
53
）
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最
高
法
院
も
、「
第
二
審
法
院
の
審
理
に
は
、
別
段
の
規
定
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
第
一
審
公
判
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
旨
定
め
る

刑
事
訴
訟
法
第
三
五
六
条
の
規
定
が
あ
る
以
上
、
そ
の
証
拠
調
べ
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
二
七
一
条
な
い
し
第
二
八
〇
条
に
定
め
ら
れ

る
規
定
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」、「
第
二
審
は
、
適
法
な
控
訴
の
対
象
と
さ
れ
た
部
分
に
つ
い
て
被
告
人
の
有
利
及
び
不
利
な
証

拠
を
改
め
て
取
り
調
べ
る
こ
と
に
よ
り
事
実
認
定
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
取
り
調
べ
に
よ
ら
ず
に
得
ら
れ
た
第
一
審
の
訴
訟
に

関
す
る
一
件
記
録
に
よ
っ
て
、
判
決
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
な
ど
と
判
示
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
覆
審
制
と
適
合
す
る
も
の
と
い

え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
刑
事
控
訴
制
度
に
つ
い
て
、「
三
つ
の
観
点
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
控
訴
審
の
分
析
枠
組
」
を
用
い
て
検
討
し
て
み
る
と
、

控
訴
審
の
審
判
の
対
象
は
、
事
件
そ
れ
自
体
で
あ
り
、
第
一
観
点
で
は
、「
事
件
審
理
型
」
に
分
類
さ
れ
る
。
第
二
観
点
を
見
て
み
る

と
、
第
一
審
と
第
二
審
の
間
に
は
、
資
料
遮
断
の
仕
組
み
は
存
在
し
て
い
た
た
め
、「
事
件
審
理
・
資
料
遮
断
型
」（
覆
審
制
）
に
分
類

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
「
事
件
審
理
・
資
料
遮
断
型
」
の
刑
事
控
訴
制
度
は
、
前
述
の
通
り
、
直
接
審
理
主
義
に
よ
く
適
合
す
る
ほ
か
、
理
論
的
に
は
、

誤
謬
の
あ
る
判
決
に
対
し
て
効
果
の
あ
る
救
済
方
法
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
控
訴
審
が
第
一
審
と
同
じ
審
判
の
手

続
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
り
、
被
告
事
件
に
関
す
る
審
理
の
時
間
が
長
期
化
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
第
一
審
よ
り
も
時
間
が
経
過
し
て

い
る
の
で
、
そ
の
正
確
性
が
ど
れ
く
ら
い
確
保
で
き
る
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
ま
た
、
控
訴
審
に
よ
り
事
件
に
つ
い
て
最
初
か
ら
審

理
が
や
り
直
さ
れ
る
た
め
、
第
一
審
が
軽
視
さ
れ
た
り
、
濫
控
訴
さ
れ
た
り
し
て
訴
訟
経
済
に
反
す
る
お
そ
れ
も
あ
る
。

國
史
館
・
前
掲
注
（
33
）
一
七
九
頁
、
謝
・
前
掲
注
（
33
）
一
二
四
九
─
一
二
五
〇
、
一
二
五
二
、
一
二
五
四
頁
。

徐
朝
陽
『
刑
事
訴
訟
法
通
義
』（
中
国
政
法
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）
二
五
〇
頁
。

同
法
の
第
三
編
に
は
、「
上
訴
」
編
が
設
け
ら
れ
、
通
則
、
第
二
審
、
第
三
審
に
つ
い
て
の
規
定
が
お
か
れ
た
。
第
二
審
、
第
三
審
を
区

（
54
）

（
55
）

（
36
）

（
37
）

（
38
）
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台湾における刑事控訴制度の成立と展開（一）　

別
せ
ず
、
一
律
に
「
上
訴
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
第
二
審
の
「
上
訴
」
を
「
控
訴
」
と
呼
ぶ
こ
と

に
す
る
。

当
事
者
が
下
級
法
院
の
判
決
に
対
し
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
上
級
法
院
に
上
訴
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
、
検
察
官
ま
た
は
自
訴

人
は
被
告
人
の
利
益
の
た
め
に
も
、
上
訴
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
法
三
五
八
条
）。
被
告
人
の
法
定
代
理
人
、
保
佐
人
ま
た
は
配
偶
者
は

被
告
人
の
利
益
の
た
め
、
独
立
し
て
上
訴
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
法
三
五
九
条
）。
原
審
の
弁
護
人
ま
た
は
代
理
人
は
被
告
人
の
明
示
の

意
思
に
反
し
な
い
限
り
、
被
告
人
の
利
益
の
た
め
、
被
告
人
に
代
わ
っ
て
上
訴
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
法
三
六
〇
条
）。
検
察
官
は
自
訴

事
件
の
判
決
に
対
し
て
、
独
立
し
て
上
訴
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
法
三
六
一
条
）。
判
決
の
一
部
と
そ
の
ほ
か
の
部
分
を
分
割
で
き
る
場

合
に
限
り
、
一
部
控
訴
も
認
め
る
（
同
法
三
六
二
条
）。
当
事
者
は
上
訴
の
放
棄
ま
た
は
取
下
げ
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
被
告
人
の
利
益

の
た
め
の
上
訴
は
、
被
告
人
の
承
諾
が
な
け
れ
ば
、
取
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
自
訴
人
に
よ
る
上
訴
の
場
合
は
、
検
察
官
の
同
意
を
得
な
け

れ
ば
、
上
訴
を
取
下
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
同
法
三
六
六
条
か
ら
三
六
九
条
）。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
最
高
法
院
判
例
に
は
、
上
訴
理
由
書
の
提
出
は
必
要
で
は
な
い
と
判
示
し
た
も
の
も
あ
る
。
最
高
法
院
一
七
年
抗
字

第
九
九
号
、
最
高
法
院
一
七
年
抗
字
第
一
〇
三
号
、
最
高
法
院
一
七
年
抗
字
第
一
一
七
号
、
最
高
法
院
一
七
年
抗
字
第
一
二
〇
号
。（
台
湾
で

は
、
公
文
書
の
年
号
は
全
て
民
国
紀
元
〔
民
国
元
年
は
西
暦
一
九
一
一
年
〕
で
あ
る
。）

法
院
編
制
法
の
下
で
は
、
検
察
官
は
審
判
庁
に
配
置
さ
れ
て
い
た
（
同
法
八
五
条
）。

被
告
人
が
召
喚
を
受
け
、
正
当
な
理
由
が
な
く
出
頭
し
な
い
と
き
は
、
陳
述
を
待
た
ず
直
ち
に
判
決
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
一
九
二
八

年
刑
訴
法
三
八
二
条
）。

徐
・
前
掲
注
（
37
）
二
七
六
頁
。

そ
の
ほ
か
、
控
訴
理
由
が
な
く
て
も
、
原
判
決
が
不
当
で
あ
る
場
合
も
同
様
で
あ
る
（
同
法
三
八
五
条
一
項
後
段
）。
原
判
決
が
不
法
に

公
訴
を
棄
却
し
、
ま
た
は
管
轄
違
い
を
言
い
渡
し
た
と
き
、
第
二
審
法
院
は
そ
の
判
決
を
破
棄
し
、
事
件
を
原
審
法
院
に
差
し
戻
す
こ
と
が
で

き
る
。
た
だ
し
、
第
二
審
法
院
は
原
判
決
に
不
当
な
管
轄
違
い
を
認
め
、
か
つ
第
一
審
の
審
判
権
を
有
す
る
と
き
は
、
第
一
審
と
し
て
判
決
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
法
三
八
五
条
二
、
三
項
）。

謝
・
前
掲
注
（
33
）
一
二
八
二
─
一
二
八
三
頁
。

一
九
二
八
（
民
国
一
七
）
年
一
一
月
一
六
日
、
司
法
部
に
よ
り
改
組
さ
れ
た
国
民
政
府
の
最
高
司
法
機
関
で
あ
る
。

（
39
）

（
40
）

（
41
）

（
42
）

（
43
）

（
44
）

（
45
）

（
46
）
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各
裁
判
所
の
構
成
に
つ
い
て
、
最
高
法
院
、
高
等
法
院
は
そ
れ
ぞ
れ
五
人
（
ま
た
は
三
人
）、
三
人
の
裁
判
官
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
の
に

対
し
て
、
地
方
法
院
は
一
人
の
裁
判
官
ま
た
は
三
人
の
裁
判
官
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
と
さ
れ
た
（
同
法
三
条
）。

中
華
民
国
の
最
高
行
政
機
関
で
あ
る
。

中
華
民
国
の
最
高
立
法
機
関
で
あ
る
。

謝
・
前
掲
注
（
33
）
一
二
五
八
頁
。

戴
修
瓚
『
刑
事
訴
訟
法
釋
義
』（
中
国
政
法
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）
一
八
─
二
〇
頁
。

一
九
四
五
（
民
国
三
四
）
年
一
二
月
二
六
日
の
法
改
正
に
お
い
て
、「
量
刑
が
極
め
て
不
当
」
で
あ
る
場
合
に
不
利
益
変
更
禁
止
の
原
則

の
例
外
を
認
め
る
規
定
が
新
設
さ
れ
た
。

小
野
清
一
郎
＝
團
藤
重
光
『
中
華
民
國
刑
事
訴
訟
法
（
下
）』（
中
央
大
學
、
一
九
四
〇
年
）
二
三
八
─
二
三
九
頁
、
徐
・
前
掲
注
（
37
）

二
七
六
頁
。

最
高
法
院
二
七
年
上
字
第
二
〇
九
九
号
刑
事
判
例
。

最
高
法
院
三
〇
年
上
字
第
一
三
八
〇
号
刑
事
判
例
。

四　

現
行
刑
事
訴
訟
法
に
お
け
る
刑
事
控
訴
制
度

　
　

1　

控
訴
制
度
の
概
要

　

そ
の
後
、
一
九
三
五
年
刑
訴
法
が
適
用
さ
れ
る
な
か
で
、
一
九
四
四
（
民
国
三
三
）
年
一
一
月
一
二
日
、
一
九
四
五
（
民
国
三
四
）

年
一
二
月
一
八
日
に
、
戦
時
体
制
と
し
て
、
時
限
法
で
あ
る
「
特
種
刑
事
案
件
訴
訟
条
例
」、「
復
員
後
辦
理
刑
事
訴
訟
補
充
条
例
」
が

公
布
さ
れ
た
。
一
九
五
二
（
民
国
四
一
）
年
、
立
法
院
は
両
条
例
の
失
効
日
の
延
長
を
議
決
す
る
際
に
、
行
政
院
に
対
し
、
一
九
三
五

年
刑
訴
法
の
全
面
改
正
の
検
討
を
示
唆
し
た
。
こ
の
示
唆
を
受
け
て
、
行
政
院
の
司
法
行
政
部
を
中
心
に
、
一
九
三
五
年
刑
訴
法
の
改

正
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

（
47
）

（
48
）

（
49
）

（
50
）

（
51
）

（
52
）

（
53
）

（
54
）

（
55
）

（
56
）

（
57
）
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台湾における刑事控訴制度の成立と展開（一）　
　

一
九
五
三
（
民
国
四
二
）
年
一
二
月
一
六
日
に
、
行
政
院
第
三
二
〇
次
会
議
の
決
議
を
も
っ
て
、
一
九
三
五
年
刑
訴
法
の
改
正
案
で

あ
る
「
刑
事
訴
訟
法
修
正
草
案
」
が
立
法
院
に
送
付
さ
れ
た
。
同
草
案
は
、
一
九
五
三
（
民
国
四
二
）
年
一
二
月
三
〇
日
か
ら
一
九
六

五
（
民
国
五
四
）
年
四
月
二
二
日
に
か
け
て
、
立
法
院
で
審
議
、
修
正
さ
れ
、
一
九
六
七
（
民
国
五
六
）
年
一
月
二
八
日
に
、
台
湾
刑

訴
法
と
し
て
公
布
さ
れ
、
同
日
よ
り
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
三
五
年
刑
訴
法
と
比
べ
れ
ば
、
台
湾
刑
訴
法
で
は
、
公
判
に

お
け
る
国
選
弁
護
の
範
囲
の
拡
充
、
勾
留
要
件
の
厳
格
化
を
含
む
人
権
保
障
の
強
化
、
被
告
人
の
反
対
尋
問
権
の
確
立
、
自
白
法
則
を

含
む
証
拠
法
の
整
備
、
告
訴
・
自
訴
の
範
囲
の
拡
大
な
ど
の
改
正
が
行
わ
れ
た
。

　

刑
事
控
訴
制
度
の
目
的
は
、
第
一
審
が
行
っ
た
事
件
に
つ
い
て
改
め
て
審
理
を
行
い
、
当
事
者
の
具
体
的
救
済
及
び
法
令
解
釈
の
統

一
を
達
成
す
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
裁
判
官
が
人
間
で
あ
る
以
上
、
い
く
ら
慎
重
で
あ
っ
て
も
、
行
っ
た
裁
判
に
誤
謬
が

な
い
こ
と
を
保
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
誤
謬
が
あ
る
以
上
は
、
こ
れ
を
是
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

裁
判
の
目
的
は
、
事
実
を
認
定
し
、
法
律
を
適
用
す
る
こ
と
に
あ
り
、
事
実
認
定
ま
た
は
法
律
適
用
に
誤
謬
が
あ
る
場
合
、
裁
判
の
具

体
的
妥
当
性
及
び
法
的
安
定
性
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
正
し
く
事
実
を
認
定
し
、
誤
り
な
く
法
律
を

適
用
す
る
た
め
、
控
訴
制
度
が
設
け
ら
れ
た
。

　

台
湾
刑
訴
法
の
下
で
は
、
地
方
法
院
の
第
一
審
判
決
に
不
服
が
あ
っ
て
控
訴
を
す
る
と
き
は
、
管
轄
の
第
二
審
高
等
法
院
に
対
し
て

こ
れ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
法
三
六
一
条
）。
そ
の
手
続
は
、
概
要
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
控
訴
提
起
期
間
は
十
日
間
と
さ
れ
、
控
訴
の
申
立
て
を
す
る
に
は
、
原
審
法
院
に
申
立
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
（
台
湾
刑
訴
法
三
四
九
条
、
三
五
〇
条
一
項
）。

　

控
訴
の
申
立
て
が
法
律
上
の
方
式
に
合
致
し
な
い
、
ま
た
は
法
律
上
許
容
で
き
な
い
、
若
し
く
は
控
訴
権
消
滅
後
に
行
わ
れ
た
場
合

に
は
、
原
審
法
院
は
、
決
定
を
も
っ
て
控
訴
を
棄
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
法
律
上
の
方
式
に
合
致
し
な
い
と
き
で
あ
っ

（
58
）

（
59
）

（
60
）

（
61
）

（
62
）

（
63
）

（
64
）

（阪大法学）72（2-107）　523 〔2022. 7 〕



論　　　説

て
も
、
補
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
は
、
期
間
を
定
め
て
補
正
を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
台
湾
刑
訴
法
三
六
二
条
）。
訴
訟

に
関
す
る
書
類
及
び
証
拠
物
に
つ
い
て
は
、
原
審
法
院
は
速
や
か
に
第
二
審
法
院
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
法
三
六
三
条
一

項
）。

　

控
訴
の
審
理
に
は
、
別
段
の
規
定
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
第
一
審
公
判
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
（
同
法
三
六
四
条
）。
審
判
長
は
、

被
告
人
の
人
定
質
問
の
あ
と
、
控
訴
申
立
人
に
控
訴
の
趣
旨
を
陳
述
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
法
三
六
五
条
）。
第
二
審
法
院
は
、

原
判
決
中
の
控
訴
さ
れ
た
部
分
を
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
法
三
六
六
条
）。
控
訴
の
申
立
て
が
法
律
上
の
方
式
に
合
致
し
な

い
、
ま
た
は
法
律
上
許
容
で
き
な
い
、
若
し
く
は
控
訴
権
消
滅
後
に
行
わ
れ
た
場
合
は
、
第
二
審
法
院
は
、
判
決
を
も
っ
て
控
訴
を
棄

却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
事
情
に
つ
い
て
、
補
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
審
法
院
が
補
正
を
命

じ
て
い
な
い
と
き
は
、
審
判
長
は
期
間
を
定
め
て
補
正
を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
法
三
六
七
条
）。
そ
れ
以
外
の
場
合
は
、
第

二
審
法
院
は
第
一
審
判
決
に
拘
束
さ
れ
ず
、
事
件
全
般
に
つ
い
て
審
理
を
行
い
、
控
訴
理
由
の
有
無
に
応
じ
て
、
控
訴
を
棄
却
し
、
ま

た
は
原
判
決
中
の
控
訴
さ
れ
た
部
分
を
破
棄
し
、
さ
ら
に
判
決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
法
三
六
八
条
、
三
六
九
条
一
項
前
段
）。

控
訴
理
由
の
有
無
は
、
第
二
審
審
理
の
結
果
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
べ
き
判
断
と
第
一
審
判
決
が
一
致
す
る
か
否
か
を
意
味
し
、
控
訴

時
点
で
の
理
由
の
有
無
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。
判
例
も
、
控
訴
理
由
が
な
い
と
は
、「
第
一
審
判
決
が
第
二
審
審
理

の
結
果
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
べ
き
判
断
と
一
致
す
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
控
訴
理
由
が
あ
る

と
は
、「
第
一
審
判
決
が
第
二
審
審
理
の
結
果
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
べ
き
判
断
と
一
致
し
な
い
こ
と
」
を
意
味
す
る
も
の
と
解
さ
れ

て
い
る
。

　

台
湾
刑
訴
法
が
一
九
三
五
年
刑
訴
法
と
異
な
る
点
と
し
て
は
、
上
訴
制
度
全
般
に
つ
い
て
は
、
自
訴
人
が
弁
論
終
結
後
に
行
為
能
力

を
喪
失
し
、
ま
た
は
死
亡
し
た
と
き
の
法
定
代
理
人
、
直
系
血
族
ま
た
は
配
偶
者
に
よ
る
上
訴
の
申
立
て
、
告
訴
人
ま
た
は
被
害
者
の
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上
訴
請
求
、
死
刑
ま
た
は
無
期
懲
役
に
処
す
る
判
決
の
職
権
上
訴
な
ど
の
新
設
が
挙
げ
ら
れ
る
。
控
訴
制
度
に
つ
い
て
は
、
控
訴
の
申

立
て
が
法
律
上
の
方
式
に
合
致
し
な
い
と
き
の
補
正
の
制
度
の
新
設
、「
量
刑
が
極
め
て
不
当
」
の
場
合
に
不
利
益
変
更
禁
止
の
原
則

の
例
外
を
認
め
る
規
定
の
廃
止
な
ど
の
改
正
が
挙
げ
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
以
外
に
は
、
条
文
の
順
序
の
変
更
を
除
き
、
刑
事
控

訴
制
度
の
基
本
的
内
容
は
、
一
九
三
五
年
刑
訴
法
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。

　

控
訴
制
度
に
関
す
る
そ
の
後
の
改
正
と
し
て
、
簡
易
手
続
・
協
議
手
続
下
で
の
控
訴
制
限
、
第
二
審
判
決
書
記
載
の
簡
素
化
、
上
訴

請
求
・
上
訴
の
取
下
げ
の
改
正
と
控
訴
理
由
の
提
示
制
度
の
新
設
、
不
利
益
変
更
禁
止
の
原
則
の
改
正
、「
職
権
上
訴
」
と
上
訴
期
間

の
改
正
、
一
部
上
訴
の
改
正
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
概
要
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

①
簡
易
手
続
・
協
議
手
続
下
で
の
控
訴
制
限

　

一
九
九
〇
（
民
国
七
九
）
年
七
月
一
七
日
の
法
改
正
に
お
い
て
、
高
等
法
院
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
台
湾
刑
訴
法
四
五
五
条
の

一
が
新
設
さ
れ
た
。
同
条
一
項
は
「
簡
易
判
決
に
対
し
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
管
轄
の
第
二
審
地
方
法
院
合
議
廷
に
控
訴
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
、
二
項
は
「
第
四
五
一
条
の
一
の
請
求
に
よ
っ
て
言
い
渡
し
た
科
刑
の
判
決
に
対
し
て
は
、
控
訴
を
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
」
と
規
定
し
、
三
項
は
「
第
一
項
の
控
訴
は
、
第
三
編
（
上
訴
）
第
一
章
（
通
則
）
及
び
第
二
章
（
第
二
審
）
の
規
定

を
準
用
す
る
」
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
簡
易
手
続
の
判
決
に
不
服
が
あ
り
、
控
訴
を
す
る
と
き
は
、
管
轄
の
第
二
審
高
等
法
院
に
対
し
て
行
う
の
で
は
な
く
、

管
轄
の
第
二
審
地
方
法
院
合
議
廷
に
対
し
て
行
う
こ
と
と
な
り
、
さ
ら
に
、
所
定
の
判
決
に
つ
い
て
の
控
訴
も
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

　

二
〇
〇
四
（
民
国
九
三
）
年
三
月
二
三
日
の
法
改
正
で
は
、
刑
事
裁
判
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
台
湾
刑
訴
法
第
七
編
の
一
「
協

商
程
序
（
協
議
手
続
）」
が
新
設
さ
れ
た
。
同
法
四
五
五
条
の
二
は
、「
犯
し
た
罪
が
死
刑
、
無
期
懲
役
、
主
刑
が
短
期
三
年
以
上
の
有

期
懲
役
に
当
た
る
罪
ま
た
は
高
等
法
院
が
第
一
審
を
管
轄
す
る
事
件
を
除
き
、
検
察
官
に
よ
る
公
訴
ま
た
は
簡
易
判
決
を
も
っ
て
刑
を
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処
す
る
事
件
に
つ
い
て
は
、
検
察
官
は
、
第
一
審
口
頭
弁
論
終
結
前
ま
た
は
簡
易
判
決
が
あ
る
ま
で
、
被
害
者
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
、

職
権
ま
た
は
被
告
人
、
被
告
人
の
代
理
人
も
し
く
は
弁
護
人
の
請
求
に
よ
り
、
法
院
の
同
意
を
経
て
、
所
定
の
事
項
に
つ
い
て
、
公
判

外
で
協
議
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
当
事
者
双
方
が
合
意
し
、
か
つ
被
告
人
が
有
罪
を
認
め
た
と
き
は
、
検
察
官
は

法
院
に
協
議
の
内
容
に
基
づ
き
判
決
を
行
う
こ
と
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
て
い
る
。
同
法
四
五
五
条
の
一
〇
に
よ
れ
ば
、

「
本
編
に
よ
っ
て
言
い
渡
し
た
科
刑
の
判
決
に
対
し
て
は
、
特
別
な
規
定
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
控
訴
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
第

二
審
法
院
は
控
訴
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
原
判
決
を
破
棄
し
、
事
件
を
第
一
審
法
院
に
差
し
戻
し
、
そ
の
法
院
は
判
決
前

の
手
続
に
よ
っ
て
さ
ら
に
審
判
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

②
第
二
審
判
決
書
記
載
の
簡
素
化

　

一
九
九
五
（
民
国
八
四
）
年
一
〇
月
五
日
の
法
改
正
に
お
い
て
、
台
湾
刑
訴
法
三
七
三
条
の
「
第
二
審
の
判
決
書
に
は
、
第
一
審
の

判
決
書
に
記
載
し
た
事
実
及
び
証
拠
を
引
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
す
る
規
定
が
、「
第
二
審
の
判
決
書
に
は
、
第
一
審
の
判
決
書

に
記
載
し
た
事
実
、
証
拠
及
び
理
由
を
引
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
事
件
の
重
要
事
項
に
つ
い
て
、
第
一
審
が
述
べ
て
お
ら
ず
、
ま
た
は

第
二
審
に
お
い
て
提
出
さ
れ
た
被
告
人
に
有
利
な
証
拠
ま
た
は
弁
解
が
採
択
さ
れ
な
い
と
き
は
、
そ
の
理
由
の
記
載
を
補
充
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
に
改
め
ら
れ
た
。
そ
の
趣
旨
は
、
司
法
院
の
説
明
に
よ
る
と
、
第
二
審
裁
判
官
の
負
担
の
軽
減
に
求
め
ら
れ
る
。

　

③
被
害
者
等
に
よ
る
上
訴
請
求
・
上
訴
の
取
下
げ
の
改
正
と
控
訴
理
由
の
提
示
制
度
の
新
設

　

二
〇
〇
七
（
民
国
九
六
）
年
六
月
一
五
日
の
法
改
正
で
は
、
台
湾
刑
訴
法
三
四
四
条
二
項
後
段
の
「
告
訴
人
ま
た
は
被
害
者
が
下
級

法
院
の
判
決
に
対
し
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
理
由
を
十
分
に
付
し
て
検
察
官
に
上
訴
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
、
明
ら
か
に
理
由
が

な
い
と
き
を
除
き
、
検
察
官
は
こ
れ
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
す
る
規
定
が
、「
告
訴
人
ま
た
は
被
害
者
が
下
級
法
院
の
判

決
に
対
し
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
理
由
を
十
分
に
付
し
て
検
察
官
に
上
訴
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
に
改
め
ら
れ
、
同
条
三
項
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台湾における刑事控訴制度の成立と展開（一）　

に
な
っ
た
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
提
案
説
明
に
よ
る
と
、「
告
訴
人
ま
た
は
被
害
者
に
よ
る
上
訴
の
請
求
に
つ
い
て
、
最
高
法
院
二
五
年
上
字
第

二
三
七
七
号
判
例
に
よ
れ
ば
、
検
察
官
は
裁
量
権
を
有
し
て
お
り
、
上
訴
の
請
求
に
拘
束
さ
れ
な
い
も
の
と
さ
れ
る
こ
と
と
、
本
項
に

お
け
る
『
明
ら
か
に
理
由
が
な
い
と
き
を
除
き
、
検
察
官
は
こ
れ
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
』
と
す
る
規
定
は
、
必
ず
し
も
適
合

的
で
は
な
く
、
ま
た
誤
解
を
招
く
お
そ
れ
も
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

他
に
、
台
湾
刑
訴
法
三
五
四
条
の
「
上
訴
の
申
立
て
は
、
判
決
が
あ
る
ま
で
取
り
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
す
る
規
定
の
後
段
に
、

「
事
件
が
第
三
審
法
院
に
よ
り
原
審
法
院
に
差
し
戻
さ
れ
、
ま
た
は
原
審
法
院
と
同
等
の
他
の
法
院
に
移
送
さ
れ
た
場
合
も
同
様
で
あ

る
」
と
す
る
規
定
も
新
設
さ
れ
た
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
司
法
院
は
、「
我
が
国
の
刑
事
訴
訟
制
度
は
、『
改
良
式
当
事
者
進
行
主
義
』
を
採
用
し
て
い
る
。
事
件
が
原
審

法
院
に
差
し
戻
さ
れ
た
場
合
に
、
上
訴
人
が
上
訴
の
申
立
て
を
取
り
下
げ
る
こ
と
は
同
主
義
に
合
致
す
る
。
ま
た
訴
訟
経
済
に
も
資
す

る
。
そ
れ
に
当
事
者
が
第
一
審
判
決
に
信
服
し
、
自
発
的
に
控
訴
を
取
り
下
げ
る
の
で
あ
れ
ば
、
法
院
も
強
制
的
に
訴
訟
の
続
行
を
行

わ
せ
し
め
る
理
由
が
な
い
」
と
説
明
し
た
。

　

さ
ら
に
、
控
訴
制
度
に
つ
い
て
、
台
湾
刑
訴
法
三
六
一
条
の
「
地
方
法
院
の
第
一
審
判
決
に
不
服
が
あ
っ
て
控
訴
を
す
る
と
き
は
、

管
轄
の
第
二
審
高
等
法
院
に
対
し
て
こ
れ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
規
定
が
、
同
条
一
項
に
な
り
、「
申
立
書
に
は
具
体

的
な
理
由
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
二
項
と
、「
申
立
書
に
控
訴
理
由
を
記
載
し
な
い
場
合
は
、
控
訴
提
起
期
間
終
了

後
二
十
日
間
以
内
に
、
原
審
法
院
に
理
由
書
を
補
足
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
理
由
書
が
補
足
提
出
さ
れ
な
い
場
合
、
原
審
法
院

は
期
間
を
定
め
て
補
正
を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
三
項
の
規
定
が
新
設
さ
れ
た
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
司
法
院
は
、「
現
行
規
定
に
よ
れ
ば
、
当
事
者
は
理
由
を
添
付
せ
ず
に
控
訴
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
結
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果
、
第
二
審
法
院
は
当
事
者
が
い
か
な
る
点
に
よ
り
第
一
審
判
決
に
不
服
が
あ
っ
た
か
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
と
り
わ
け
一

部
の
当
事
者
は
、
理
由
を
添
付
せ
ず
、
控
訴
を
し
た
後
、
出
頭
も
し
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
二
審
法
院
は
依
然
と
し
て
最
初
か

ら
証
拠
を
取
り
調
べ
た
り
、
事
実
を
認
定
し
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
適
切
な
制
度
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
第

二
審
法
院
に
効
率
的
な
審
理
を
行
わ
せ
し
め
、
ま
た
相
手
方
に
も
控
訴
の
当
事
者
が
い
か
な
る
点
で
原
判
決
に
不
服
が
あ
っ
た
か
を
理

解
さ
せ
る
た
め
、
上
記
の
よ
う
な
改
正
が
行
わ
れ
た
」
と
説
明
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
具
体
的
な
理
由
に
つ
い
て
、
最
高
法
院
刑
事
廷
会
議
は
、「
申
立
書
に
原
審
の
訴
訟
資
料
に
基
づ
い
て
、
原
判
決
中
の

不
当
ま
た
は
違
法
の
事
実
を
具
体
的
に
指
摘
し
た
り
、
新
た
に
提
出
し
た
事
実
ま
た
は
証
拠
に
基
づ
い
て
、
控
訴
を
申
し
立
て
る
と
き

は
、
判
決
の
結
果
に
影
響
を
与
え
る
に
足
り
る
状
況
を
具
体
的
に
記
載
し
た
り
す
る
必
要
は
な
い
。
も
っ
と
も
、
控
訴
は
、
第
二
審
法

院
に
第
一
審
の
判
決
を
破
棄
し
、
ま
た
は
変
更
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
以
上
、『
具
体
的
』
と
は
、
抽
象
的
、
空
漠
的
で
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
単
に
原
判
決
に
対
し
、
事
実
誤
認
、
法
令
違
反
、
判
決
不
公
平
ま
た
は
量
刑
不
当
と
指
摘
す

る
だ
け
で
、
実
際
的
な
論
述
を
し
な
い
場
合
は
、
具
体
的
と
は
い
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
条
が
規
定
す
る
、
控
訴
に
あ
た
っ
て
は

具
体
的
な
理
由
が
述
べ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
す
な
わ
ち
、
判
決
に
不
服
が
あ
る
理
由
が
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
、
空
漠
的
な
指

摘
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
指
す
。
第
一
審
判
決
に
不
当
ま
た
は
違
法
が
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
と
き
の
控
訴
理
由
と
し
て
、
具
体
的

な
事
由
が
提
出
さ
れ
た
場
合
は
、
そ
の
控
訴
理
由
が
空
手
形
で
あ
っ
た
り
、
取
る
に
足
り
な
い
指
摘
で
あ
る
と
み
な
す
べ
き
で
は
な
い
。

仮
に
、
提
出
さ
れ
た
理
由
が
調
査
後
採
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
は
控
訴
理
由
の
有
無
の
判
断
の
問
題
で
あ
っ
て
、
具
体

的
な
理
由
が
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
と
は
い
え
な
い
」
と
議
決
し
た
。

　

④
不
利
益
変
更
禁
止
の
原
則
の
改
正

　

二
〇
一
四
（
民
国
一
〇
三
）
年
五
月
二
〇
日
の
法
改
正
に
お
い
て
、
台
湾
刑
訴
法
三
七
〇
条
の
「
被
告
人
に
よ
る
控
訴
ま
た
は
被
告

（
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）
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台湾における刑事控訴制度の成立と展開（一）　

人
の
利
益
の
た
め
の
控
訴
の
場
合
に
は
、
第
二
審
法
院
は
原
判
決
の
刑
よ
り
重
い
刑
を
言
い
渡
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
原
判

決
の
法
条
適
用
が
不
当
で
あ
る
た
め
破
棄
さ
れ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
」
と
す
る
規
定
が
、
同
条
一
項
に
な
り
、「
前
項
の
刑

は
、
宣
告
刑
及
び
合
併
罪
が
定
め
る
執
行
す
べ
き
刑
を
指
す
」
と
す
る
二
項
と
、「
第
一
項
の
規
定
は
、
第
一
審
ま
た
は
第
二
審
の
合

併
罪
の
判
決
に
お
い
て
、
一
部
の
控
訴
が
破
棄
さ
れ
た
後
に
、
他
の
決
定
を
も
っ
て
執
行
す
べ
き
刑
を
定
め
る
と
き
に
準
用
す
る
」
と

す
る
三
項
の
規
定
が
新
設
さ
れ
た
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
立
法
理
由
に
は
、「
宣
告
刑
及
び
合
併
罪
が
定
め
る
執
行
す
べ
き
刑
は
、
と
も
に
、
法
院
が
有
罪
の
判
決
を
下

す
際
に
、
刑
事
訴
訟
法
第
三
〇
九
条
が
掲
げ
る
刑
に
基
づ
き
言
い
渡
し
た
も
の
で
あ
る
。
文
理
解
釈
に
よ
れ
ば
、
本
条
（
台
湾
刑
訴
法

三
七
〇
条
）
の
『
刑
』
は
宣
告
刑
及
び
合
併
罪
が
定
め
る
執
行
す
べ
き
刑
に
改
め
る
べ
き
で
あ
る
。
刑
事
訴
訟
法
第
三
七
〇
条
に
掲
げ

る
不
利
益
変
更
禁
止
の
原
則
と
目
的
を
徹
底
し
、
被
告
人
の
控
訴
権
を
保
護
す
る
た
め
、
宣
告
刑
の
加
重
が
被
告
人
に
不
利
益
な
結
果

を
も
た
ら
す
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
合
併
罪
が
定
め
る
執
行
す
べ
き
刑
の
加
重
が
被
告
人
に
不
利
益
な
結
果
を
も
た
ら
す
場
合
に
は

よ
り
直
接
的
で
あ
り
顕
著
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
二
項
を
新
設
す
る
」
と
あ
る
。

　

⑤
「
職
権
上
訴
」
と
上
訴
期
間
の
改
正

　

二
〇
一
九
（
民
国
一
〇
八
）
年
一
二
月
一
七
日
の
法
改
正
に
お
い
て
、「
死
刑
ま
た
は
無
期
懲
役
を
言
い
渡
し
た
事
件
に
つ
い
て
、

原
審
法
院
は
、
上
訴
を
待
た
ず
職
権
に
よ
っ
て
直
ち
に
管
轄
上
級
法
院
に
送
付
し
て
審
判
さ
せ
、
か
つ
当
事
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
旨
定
め
る
台
湾
刑
訴
法
三
四
四
条
五
項
中
の
「
無
期
懲
役
」
と
す
る
規
定
が
削
除
さ
れ
た
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
提
案
説
明
に
よ
れ
ば
、「
死
刑
は
生
命
刑
で
あ
り
、
執
行
後
、
冤
罪
で
あ
る
こ
と
が
発
見
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
損

失
は
回
復
不
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
人
権
保
障
の
た
め
、
死
刑
を
言
い
渡
し
た
事
件
に
つ
い
て
、
原
審
法
院
は
、
上
訴
を
待
た
ず
職
権

に
よ
っ
て
直
ち
に
管
轄
上
級
法
院
に
送
付
し
て
審
判
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
無
期
懲
役
は
自
由
刑
で
あ
り
、
本

（
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来
、
当
事
者
は
上
訴
を
す
る
か
否
か
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
、
本
質
的
に
は
死
刑
の
言
渡
し
と
は
異
な
る
。
被
告
人
が
無
期
懲
役
の
判

決
に
信
服
し
、
速
や
か
に
刑
の
執
行
を
希
望
す
る
と
き
は
、
そ
の
意
欲
を
尊
重
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
当
事
者
の
権
益
を
保
障
す
る
た
め
、
上
訴
提
起
期
間
も
十
日
間
か
ら
二
十
日
間
に
延
長
さ
れ
た
（
台
湾
刑
訴
法
三
四
九
条
前

段
）。

　

⑥
一
部
上
訴
の
改
正

　

二
〇
二
一
（
民
国
一
一
〇
）
年
五
月
三
一
日
の
法
改
正
に
お
い
て
、
台
湾
刑
訴
法
三
四
八
条
一
項
の
「
上
訴
は
、
判
決
の
一
部
に
対

し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
一
部
と
明
示
し
な
い
と
き
は
、
全
部
上
訴
と
み
な
す
」
と
す
る
規
定
が
、「
上
訴
は
、
判
決
の
一
部
に
対

し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
」
に
改
め
ら
れ
た
。
同
条
二
項
の
「
判
決
の
一
部
に
対
し
て
上
訴
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
関
係
が
あ
る
部
分

に
つ
い
て
も
上
訴
を
し
た
も
の
と
み
な
す
」
に
、「
関
係
の
あ
る
部
分
が
無
罪
、
免
訴
ま
た
は
不
受
理
で
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
」
と
す
る
但
書
、「
上
訴
は
、
判
決
の
刑
、
没
収
ま
た
は
保
安
処
分
の
一
部
を
明
示
し
、
こ
れ
に
対
し
て
行
う
こ
と
が
で
き

る
」
と
す
る
三
項
の
規
定
が
新
設
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
改
正
に
つ
い
て
、
提
案
説
明
に
よ
れ
ば
、「
控
訴
申
立
て
の
目
的
が
、
第
二
審
法
院
に
原
判
決
を
破
棄
し
、
ま
た
は
変

更
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
に
あ
る
以
上
、
そ
の
際
に
は
具
体
的
な
理
由
を
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
三
六
一
条
二
項
）。
上
訴
人

が
上
訴
を
す
る
具
体
的
な
理
由
を
明
示
し
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
、
原
判
決
を
破
棄
し
、
ま
た
は
変
更
を
求
め
る
意
思
が
な
く
、
全
部

上
訴
と
み
な
す
必
要
は
な
い
。
た
だ
し
、
判
決
の
一
部
と
そ
の
ほ
か
の
部
分
を
分
割
で
き
な
い
場
合
に
は
、
上
訴
を
し
な
い
部
分
を
明

示
し
た
と
し
て
も
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
も
っ
と
も
、
関
係
の
あ
る
部
分
が
無
罪
、
免
訴
ま
た
は
不
受
理
で
あ
る
部
分
に
つ
い
て
は
、

移
審
効
が
生
じ
な
い
も
の
と
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
被
告
人
（
被
上
訴
人
）
に
対
す
る
不
意
打
ち
を
回
避
し
、
被
告
人
の
負
担
を
軽
減
し
、

ま
た
当
事
者
（
上
訴
人
）
が
そ
の
部
分
に
つ
い
て
上
訴
を
し
な
い
以
上
、
そ
れ
を
当
事
者
の
攻
防
対
象
か
ら
除
外
す
る
こ
と
も
、
当
事

（
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台湾における刑事控訴制度の成立と展開（一）　

者
主
義
の
精
神
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
当
事
者
が
攻
防
対
象
の
範
囲
を
設
定
す
る
こ
と
を
尊
重
し
、
上
訴
審
の
審
理
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
上
訴
権
者
が
刑
、
没
収
ま
た
は
保
安
処
分
の
一
部
に
対
し
て
上
訴
を
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
、
上
訴
を
す
る

こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
犯
罪
事
実
の
認
定
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
第
二
審
の
審
判
範
囲
で
は
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　

2　

控
訴
制
度
に
関
す
る
評
価

　

台
湾
刑
訴
法
下
に
お
い
て
は
、
控
訴
の
審
理
は
、
原
判
決
中
の
控
訴
さ
れ
た
部
分
に
つ
い
て
行
い
、
第
二
回
の
第
一
審
と
し
て
、
全

面
的
な
覆
審
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
控
訴
審
裁
判
所
は
、
取
り
調
べ
ら
れ
た
証
拠
の
結
果
に
基
づ
い
て
自
由
な

心
証
に
よ
り
事
実
を
認
定
し
、
法
律
を
適
用
し
、
ま
た
は
刑
を
量
定
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
第
一
審
と
同
様
の
権
限
を
有
す
る

も
の
と
さ
れ
る
。
控
訴
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
、
第
二
審
法
院
が
さ
ら
に
判
決
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
た
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
制
度
は
、
覆
審
制
と
呼
ば
れ
て
き
た
。

　

ま
た
、
最
高
法
院
刑
事
廷
会
議
に
お
い
て
、「
第
二
審
は
覆
審
制
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
第
一
審
判
決
中
の
控
訴
さ
れ
た
部
分
に
つ
い

て
は
完
全
に
重
複
し
た
審
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
審
は
事
実
認
定
の
権
限
を
有
す
る
以
上
、
直
接
審
理
主
義
及
び
弁
論

主
義
の
精
神
に
基
づ
き
、
客
観
的
に
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
一
審
の
調
査
の
範
囲
に
制
限
さ
れ
ず
、
当
事
者
の
意
思
に
も
拘

束
さ
れ
な
い
）。
証
拠
能
力
の
な
い
、
ま
た
は
適
法
な
取
り
調
べ
に
よ
ら
ず
に
得
ら
れ
た
証
拠
に
つ
い
て
、
第
二
審
は
判
決
の
証
拠
資

料
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
第
二
審
の
証
拠
調
べ
の
対
象
に
は
、
第
一
審
で
取
り
調
べ
ら
れ
た
証
拠
だ
け
で
な
く
、
第
一

審
で
取
り
調
べ
ら
れ
て
い
な
い
証
拠
が
含
ま
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
議
決
し
た
も
の
も
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
前
述
の
通
り
、
二
〇
〇
七
（
民
国
九
六
）
年
六
月
一
五
日
の
法
改
正
に
よ
り
、
濫
控
訴
を
抑
え
る
た
め
、
控
訴
の
申
立

て
に
は
、
控
訴
理
由
の
提
示
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
学
説
で
は
、「
現
在
の
第
二
審
の
審
理
範
囲
は
、

控
訴
理
由
で
指
摘
さ
れ
た
範
囲
に
限
ら
れ
な
い
。
第
二
審
は
控
訴
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
判
決
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
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立
法
者
は
、
控
訴
の
申
立
て
に
は
、
具
体
的
な
理
由
を
明
示
す
べ
き
で
あ
る
と
の
み
規
定
し
て
い
る
が
、
後
段
の
審
理
は
、
控
訴
理
由

の
範
囲
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
る
」、「
す
な
わ
ち
、
控
訴
理
由
の
審
査
が
通
れ
ば
、
第
二
審
は
覆
審
制
に
戻
り
、
控
訴
理
由
に
拘
束
さ

れ
な
い
の
で
あ
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
控
訴
の
申
立
て
に
は
、
控
訴
理
由
の
提
示
が
必
要
な
も
の
と
な
っ
た
も
の
の
、
刑
事
控
訴
制
度
が
覆
審
制
で
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
変
わ
り
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
最
高
法
院
も
、「
現
行
刑
事
訴
訟
制
度
の
第
二
審
は
、
依
然
と
し
て
事
実
審
か
つ
覆
審
制
で
あ
る
。
第
二
審
法
院
は
、

第
一
審
判
決
中
の
控
訴
さ
れ
た
部
分
に
つ
い
て
重
ね
て
審
理
を
行
い
、
自
ら
取
り
調
べ
た
証
拠
に
基
づ
い
て
、
自
由
な
心
証
に
よ
り
事

実
を
認
定
し
、
法
律
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
単
に
、
第
一
審
判
決
の
資
料
に
基
づ
い
て
、
審
査
を
行
う
も
の
で
は
な
い
」
と
の

判
断
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
刑
事
控
訴
制
度
に
つ
い
て
、「
三
つ
の
観
点
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
控
訴
審
の
分
析
枠
組
」
を
用
い
て
検
討
し
て
み
る
と
、

控
訴
審
の
審
判
の
対
象
は
、
事
件
そ
れ
自
体
で
あ
り
、
第
一
観
点
で
は
、「
事
件
審
理
型
」
に
分
類
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
次
に
、
第
二

観
点
を
見
て
み
る
と
、
第
一
審
と
第
二
審
の
間
に
は
、
資
料
遮
断
の
仕
組
み
が
存
在
し
て
い
る
た
め
、「
事
件
審
理
・
資
料
遮
断
型
」

（
覆
審
制
）
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
一
九
二
八
年
・
一
九
三
五
年
刑
訴
法
と
変
わ
り
は

な
い
。

第
二
次
世
界
大
戦
終
戦
ま
で
、
同
法
の
効
力
は
、
現
在
の
中
華
人
民
共
和
国
、
モ
ン
ゴ
ル
国
に
及
ん
で
い
た
。
日
本
の
敗
戦
に
伴
い
、
一

九
四
五
（
民
国
三
四
）
年
一
〇
月
二
五
日
以
降
、
台
湾
は
中
華
民
国
に
よ
り
接
収
さ
れ
、
同
法
を
含
め
た
中
華
民
国
法
が
全
面
的
に
適
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
一
九
四
五
（
民
国
三
四
）
年
一
〇
月
か
ら
、
中
華
民
国
の
な
か
で
は
国
民
党
と
共
産
党
の
両
党
が
相
互
に
対

す
る
不
信
感
を
強
め
、
武
力
衝
突
に
突
入
し
た
。
翌
年
六
月
二
六
日
か
ら
、
国
民
党
は
共
産
党
と
全
面
的
な
内
戦
を
開
始
し
た
。
一
九
四
九

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）
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台湾における刑事控訴制度の成立と展開（一）　

（
民
国
三
八
）
年
一
二
月
に
、
国
民
党
は
国
共
内
戦
に
敗
れ
、
台
湾
に
移
転
し
、
中
華
民
国
の
実
効
支
配
領
域
は
、
事
実
上
、
台
湾
及
び
付
属

の
諸
島
の
み
と
な
り
、
中
華
民
国
法
の
効
力
も
そ
れ
に
伴
い
縮
減
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
鈴
木
賢
「
比
較
法
学
の
視
角
か
ら
見
た
台
湾
法
の

特
殊
な
位
置
づ
け
」
新
世
代
法
政
策
学
研
究
第
一
八
巻
（
二
〇
一
二
年
）
二
九
五
頁
。

第
一
屆
立
法
院
議
案
關
係
文
書
「
院
總
第
一
六
一
號
政
府
提
案
第
一
三
二
號
」（
立
法
院
、
一
九
五
三
年
）
三
五
頁
。

前
掲
注
（
57
）
一
頁
。

「
立
法
院
公
報
」（
第
三
七
會
期
第
九
期
、
一
九
六
六
年
）
一
〇
四
─
一
〇
七
頁
〔
曹
俊
発
言
〕。

林
永
謀
・
前
掲
注
（
4
）
一
頁
、
張
・
前
掲
注
（
4
）
六
四
七
頁
。

林
鈺
雄
『
刑
事
訴
訟
法
（
下
冊
）』（
自
版
、
二
〇
一
九
年
）
三
七
〇
頁
、
林
俊
益
・
前
掲
注
（
4
）
三
二
三
頁
。

同
法
の
第
三
編
に
は
、「
上
訴
」
編
が
設
け
ら
れ
、
通
則
、
第
二
審
、
第
三
審
に
つ
い
て
の
規
定
が
お
か
れ
た
。
第
二
審
、
第
三
審
を
区

別
せ
ず
、
一
律
に
「
上
訴
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
第
二
審
の
「
上
訴
」
を
「
控
訴
」
と
呼
ぶ
こ
と

に
す
る
。

当
事
者
が
下
級
法
院
の
判
決
に
対
し
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
上
級
法
院
に
上
訴
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
、
告
訴
人
ま
た
は
被
害

者
が
下
級
法
院
の
判
決
に
対
し
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
理
由
を
付
し
て
検
察
官
に
上
訴
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
、
明
ら
か
に
理
由
が
な
い

と
き
を
除
き
、
検
察
官
は
こ
れ
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
検
察
官
は
被
告
人
の
利
益
の
た
め
に
も
上
訴
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
死
刑

ま
た
は
無
期
懲
役
を
言
い
渡
し
た
事
件
に
つ
い
て
は
、
原
審
法
院
は
、
上
訴
を
待
た
ず
、
職
権
に
よ
っ
て
直
ち
に
管
轄
上
級
法
院
に
送
付
し
て

審
判
さ
せ
、
か
つ
当
事
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
こ
の
場
合
は
、
被
告
人
が
す
で
に
上
訴
を
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
（
同

法
三
四
四
条
）。
そ
の
う
ち
、
同
法
三
四
四
条
一
項
の
後
段
に
つ
い
て
は
、
一
九
六
八
（
民
国
五
七
）
年
一
一
月
二
二
日
の
法
改
正
に
よ
り
、

「
自
訴
人
が
弁
論
終
結
後
に
行
為
能
力
を
喪
失
し
、
ま
た
は
死
亡
し
た
と
き
は
、
第
三
一
九
条
第
一
項
に
掲
げ
る
自
訴
を
提
起
す
る
こ
と
が
で

き
る
者
（
そ
の
法
定
代
理
人
、
直
系
血
族
ま
た
は
配
偶
者
）
に
よ
っ
て
上
訴
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
す
る
規
定
が
新
設
さ
れ
た
。
被
告
人

の
法
定
代
理
人
ま
た
は
配
偶
者
は
被
告
人
の
利
益
の
た
め
、
独
立
し
て
上
訴
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
法
三
四
五
条
）。
原
審
の
代
理
人
ま

た
は
弁
護
人
は
被
告
人
の
明
示
の
意
思
に
反
し
な
い
限
り
、
被
告
人
の
利
益
の
た
め
、
被
告
人
に
代
わ
っ
て
上
訴
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同

法
三
四
六
条
）。
検
察
官
は
自
訴
事
件
の
判
決
に
対
し
て
、
独
立
し
て
上
訴
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
法
三
四
七
条
）。
判
決
の
一
部
と
そ
の

ほ
か
の
部
分
を
分
割
で
き
る
場
合
に
限
り
、
一
部
控
訴
を
認
め
る
（
同
法
三
四
八
条
）。
当
事
者
は
上
訴
の
放
棄
ま
た
は
取
下
げ
を
す
る
こ
と

（
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論　　　説

が
で
き
る
が
、
被
告
人
の
利
益
の
た
め
の
上
訴
は
、
被
告
人
の
承
諾
が
な
け
れ
ば
、
取
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
自
訴
人
に
よ
る
上
訴
の
場
合

は
、
検
察
官
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
、
上
訴
を
取
下
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
同
法
三
五
三
条
か
ら
三
五
六
条
）。

申
立
書
は
相
手
方
の
人
数
に
応
じ
て
謄
本
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
法
三
五
〇
条
二
項
）。
原
審
法
院
の
書
記
官
は
、
申
立
書

の
謄
本
を
相
手
方
に
速
や
か
に
送
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
法
三
五
二
条
）。

被
告
人
が
召
喚
を
受
け
、
正
当
な
理
由
が
な
く
出
頭
し
な
い
と
き
は
、
陳
述
を
待
た
ず
直
ち
に
判
決
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
台
湾
刑
訴

法
三
七
一
条
）。

控
訴
の
申
立
て
が
法
律
上
の
方
式
に
合
致
し
な
い
、
ま
た
は
法
律
上
許
容
で
き
な
い
、
若
し
く
は
控
訴
権
消
滅
後
に
行
わ
れ
た
場
合
、
原

判
決
が
管
轄
違
い
、
免
訴
も
し
く
は
不
受
理
の
判
決
に
対
し
て
控
訴
を
す
る
場
合
に
、
第
二
審
法
院
が
そ
の
理
由
が
な
い
と
認
め
て
控
訴
を
棄

却
し
、
ま
た
は
理
由
が
あ
る
と
認
め
て
事
件
を
差
し
戻
す
判
決
は
、
口
頭
弁
論
を
経
ず
に
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
（
同
法
三
七
二
条
）。

そ
の
ほ
か
、
控
訴
理
由
が
な
く
て
も
、
原
判
決
が
不
当
ま
た
は
違
法
で
あ
る
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
原
判
決
が
不
当
に
管
轄

違
い
、
免
訴
も
し
く
は
不
受
理
を
言
い
渡
し
た
と
き
は
、
第
二
審
法
院
は
そ
の
判
決
を
破
棄
し
、
事
件
を
原
審
法
院
に
差
し
戻
す
こ
と
が
で
き

る
。
第
二
審
法
院
は
原
判
決
に
不
法
に
管
轄
違
い
を
認
め
、
か
つ
第
一
審
の
審
判
権
を
有
す
る
と
き
は
、
第
一
審
と
し
て
判
決
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
（
同
法
三
六
九
条
一
項
但
書
、
二
項
）。

も
っ
と
も
、
被
告
人
に
よ
る
控
訴
ま
た
は
被
告
人
の
利
益
の
た
め
の
控
訴
の
場
合
に
は
、
第
二
審
法
院
は
原
判
決
の
刑
よ
り
重
い
刑
を
言

い
渡
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
原
判
決
の
法
条
適
用
が
不
当
で
あ
る
た
め
破
棄
さ
れ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
（
同
法
三
七
〇

条
）。
第
二
審
の
判
決
書
に
は
、
第
一
審
の
判
決
書
に
記
載
し
た
事
実
及
び
証
拠
を
引
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
、
第
二
審
の
判
決
に
対

し
て
、
被
告
人
ま
た
は
自
訴
人
が
上
訴
（
告
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
送
達
す
べ
き
判
決
正
本
に
あ
わ
せ
て
上
訴
（
告
）
理
由
書
の

提
出
期
間
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
法
三
七
三
条
、
三
七
四
条
）。

黃
・
前
掲
注
（
4
）
七
七
二
頁
、
林
俊
益
・
前
掲
注
（
4
）
三
六
一
頁
。

最
高
法
院
四
七
年
台
上
字
第
四
八
四
号
刑
事
判
例
、
最
高
法
院
七
一
年
台
上
字
第
一
七
〇
五
号
刑
事
判
決
、
最
高
法
院
七
二
年
台
上
字
第

四
一
二
三
号
刑
事
判
決
。

黃
・
前
掲
注
（
4
）
七
七
一
─
七
七
二
頁
、
林
俊
益
・
前
掲
注
（
4
）
三
六
一
頁
。
第
二
審
が
認
定
し
た
犯
罪
事
実
が
第
一
審
と
一
致
し

な
い
と
き
に
つ
い
て
、
最
高
法
院
は
、「
法
律
の
適
用
に
関
わ
る
犯
罪
構
成
要
件
の
基
本
犯
罪
事
実
に
変
更
、
拡
大
ま
た
は
減
縮
が
あ
っ
た
も

（
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台湾における刑事控訴制度の成立と展開（一）　

の
を
指
す
。
基
本
犯
罪
事
実
と
関
係
の
な
い
事
項
に
つ
い
て
、
仮
に
異
な
る
記
述
が
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
、
異
な
る
事
実
認
定
の
問
題
は
生
じ

な
い
」
と
判
示
し
て
い
た
。
最
高
法
院
七
一
年
台
上
字
第
二
三
六
四
号
刑
事
判
例
、
最
高
法
院
八
五
年
台
非
字
第
七
六
号
刑
事
判
決
、
最
高
法

院
八
五
年
台
非
字
第
二
九
四
号
刑
事
判
決
。

立
法
院
第
一
屆
第
八
五
會
期
第
四
次
會
議
議
案
關
係
文
書
「
院
總
第
一
六
一
號
政
府
提
案
第
三
七
二
八
號
」（
立
法
院
、
一
九
九
〇
年
）

報
三
、
五
頁
。

同
法
四
五
一
条
の
一
は
、「
前
条
（
四
五
一
条
）
第
一
項
の
事
件
（
刑
法
六
一
条
に
掲
げ
る
各
罪
）
に
関
し
て
被
告
人
が
捜
査
中
に
自
白

し
た
と
き
は
、
検
察
官
に
対
し
て
科
刑
を
受
け
る
希
望
の
範
囲
を
呈
す
る
こ
と
が
で
き
、
検
察
官
は
被
告
人
の
表
示
を
基
礎
と
し
て
、
法
院
に

具
体
的
求
刑
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
被
告
人
が
自
白
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
項
の
表
示
を
し
な
い
と
き
は
、
公
判
中
、
法
院
に
対
し
て

具
体
的
求
刑
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
検
察
官
も
法
院
に
具
体
的
求
刑
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
同
法
四
五
一
条
一

項
中
の
「
刑
法
六
一
条
に
掲
げ
る
各
罪
」
と
す
る
規
定
に
つ
い
て
、
一
九
九
五
（
民
国
八
四
）
年
一
〇
月
五
日
の
法
改
正
に
よ
り
、「
刑
事
訴

訟
法
三
七
六
条
（
上
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
件
）」
に
改
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
一
九
九
七
（
民
国
八
六
）
年
一
二
月
一
二
日
の
法
改

正
に
お
い
て
、
同
法
四
五
一
条
一
項
中
の
「
刑
事
訴
訟
法
三
七
六
条
」
が
削
除
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
同
法
四
四
九
条
三
項
に
よ
れ
ば
、
簡
易

判
決
の
対
象
と
な
る
事
件
を
「
緩
刑
（
執
行
猶
予
）、
易
刑
（
罰
金
へ
の
換
刑
）
す
る
こ
と
が
で
き
る
有
期
懲
役
ま
た
は
拘
留
、
罰
金
に
当
た

る
罪
に
限
る
」
と
定
め
ら
れ
て
い
た
た
め
、
対
象
と
な
る
事
件
に
は
、
依
然
と
し
て
、
一
定
の
制
限
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
、「
易
刑
（
罰
金
へ

の
転
換
）」
の
文
言
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
九
（
民
国
九
八
）
年
六
月
一
二
日
の
法
改
正
に
よ
り
、「
易
刑
（
罰
金
ま
た
は
社
会
労
働
へ
の
転

換
）」
に
改
め
ら
れ
た
。

「
立
法
院
公
報
」（
第
九
三
巻
第
一
七
期
院
會
紀
錄
、
二
〇
〇
四
年
）
一
三
五
─
一
五
三
頁
。

被
告
人
が
処
罰
の
範
囲
（
二
〇
一
六
〔
民
国
一
〇
五
〕
年
五
月
二
七
日
の
法
改
正
に
お
い
て
は
、
没
収
が
新
設
さ
れ
た
）
ま
た
は
執
行
猶

予
の
宣
告
を
受
け
る
こ
と
の
同
意
、
被
告
人
が
被
害
者
に
謝
罪
す
る
こ
と
、
被
告
人
が
相
当
の
額
の
賠
償
金
を
支
払
う
こ
と
、
被
告
人
が
公
庫

に
一
定
の
金
額
を
支
払
う
こ
と
で
あ
る
。

同
法
四
五
五
条
の
一
一
に
よ
れ
ば
、
協
議
の
判
決
に
対
す
る
控
訴
に
つ
い
て
は
、
別
段
の
規
定
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
第
三
編
第
一
章
及

び
第
二
章
の
規
定
を
準
用
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。

「
立
法
院
公
報
」（
第
八
四
巻
第
五
〇
期
院
會
紀
錄
、
一
九
九
五
年
）
七
七
─
七
八
頁
。
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「
立
法
院
公
報
」（
第
九
六
巻
第
五
一
期
委
員
會
紀
錄
、
二
〇
〇
七
年
）
一
九
七
頁
。

す
な
わ
ち
、
二
〇
〇
二
（
民
国
九
一
）
年
の
法
改
正
に
お
い
て
、
台
湾
刑
訴
法
一
六
一
条
の
「
検
察
官
は
、
被
告
人
の
犯
罪
事
実
に
つ
い

て
立
証
責
任
を
有
す
る
」
と
す
る
規
定
が
、「
検
察
官
は
、
被
告
人
の
犯
罪
事
実
に
つ
い
て
立
証
責
任
を
有
す
る
。
さ
ら
に
、
証
明
の
方
法
を

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
同
法
一
六
一
条
一
項
）
に
、
同
法
一
六
三
条
の
「
法
院
は
、
真
実
発
見
に
必
要
な
と
き
は
、
職
権
で
証
拠
を
取

り
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
事
者
、
弁
護
人
、
代
理
人
ま
た
は
補
佐
人
は
、
証
拠
調
べ
を
請
求
し
、
か
つ
証
拠
を
取
り
調
べ
る
と
き
に
、

証
人
、
鑑
定
人
ま
た
は
被
告
人
に
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
す
る
規
定
が
、「
当
事
者
、
代
理
人
、
弁
護
人
ま
た
は
補
佐
人
は
、
証
拠
調

べ
を
請
求
し
、
か
つ
証
拠
を
取
り
調
べ
る
と
き
に
、
証
人
、
鑑
定
人
ま
た
は
被
告
人
に
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
審
判
長
は
不
当
で
あ
る
と

認
め
る
場
合
を
除
き
、
こ
れ
を
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
法
院
は
、
真
実
発
見
に
必
要
な
と
き
は
、
職
権
で
証
拠
を
取
り
調
べ
る
こ
と
が

で
き
る
。
た
だ
し
、
公
平
正
義
の
維
持
ま
た
は
被
告
人
の
利
益
と
重
大
な
関
係
の
あ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
職
権
で
こ
れ
取
り
調
べ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
は
、
当
事
者
、
代
理
人
、
弁
護
人
ま
た
は
補
佐
人
に
陳
述
の
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
に
改
め
ら
れ
、
そ

れ
ま
で
裁
判
官
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
証
拠
の
提
出
に
関
す
る
主
導
権
が
当
事
者
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
裁
判
官
は
職
権
で
そ
れ
を
補
足

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
訴
訟
構
造
は
、「
改
良
式
当
事
者
進
行
主
義
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
。「
刑
事
訴
訟
法
及
其
施
行
法
修
正
三
讀

通
過
刑
訴
完
全
轉
型
為
改
良
式
當
事
人
進
行
主
義
」
司
法
周
刊
第
一
一
一
八
期
（
二
〇
〇
三
年
）
一
頁
。
最
高
法
院
九
三
年
台
上
字
第
二
〇
三

三
号
刑
事
判
例
、
最
高
法
院
九
三
年
台
上
字
第
二
八
八
四
号
刑
事
判
決
、
最
高
法
院
一
〇
三
年
台
上
字
第
三
七
一
七
号
刑
事
判
決
、
最
高
法
院

一
〇
七
年
台
上
字
第
二
五
八
八
号
刑
事
判
決
。

「
立
法
院
公
報
」（
第
九
六
巻
第
五
四
期
院
會
紀
錄
、
二
〇
〇
七
年
）
一
三
三
─
一
三
四
頁
。

も
っ
と
も
、
最
高
法
院
九
七
年
台
上
字
第
三
八
八
九
号
刑
事
判
決
に
よ
れ
ば
、「
控
訴
理
由
が
具
体
的
な
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て

は
、
第
二
審
法
院
の
審
査
範
囲
に
属
し
、
第
一
審
に
よ
る
補
正
を
命
ず
る
も
の
で
は
な
い
。
要
す
る
に
、
申
立
書
に
理
由
が
述
べ
ら
れ
た
以
上
、

そ
の
理
由
が
具
体
的
な
も
の
で
あ
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
理
由
書
の
提
出
ま
た
は
補
正
は
不
要
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
伴
い
、「
控
訴
の
申
立
て
が
法
律
上
の
方
式
に
合
致
し
な
い
、
ま
た
は
法
律
上
許
容
で
き
な
い
、
若
し
く
は
控
訴
権
消
滅
後
に
行

わ
れ
た
場
合
は
、
第
二
審
法
院
は
、
判
決
を
も
っ
て
控
訴
を
棄
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
同
法
三
六
七
条
前
段
も
、「
申
立
書
に
控

訴
理
由
を
述
べ
な
い
、
控
訴
の
申
立
て
が
法
律
上
の
方
式
に
合
致
し
な
い
、
ま
た
は
法
律
上
許
容
で
き
な
い
、
若
し
く
は
控
訴
権
消
滅
後
に
行

わ
れ
た
場
合
に
は
、
第
二
審
法
院
は
、
判
決
を
も
っ
て
控
訴
を
棄
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
に
改
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
上
記
、
同
法
四
五
五
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台湾における刑事控訴制度の成立と展開（一）　

条
の
一
（
三
項
）
の
「
第
一
項
の
控
訴
に
は
、
第
三
編
第
一
章
及
び
第
二
章
の
規
定
を
準
用
す
る
」
と
す
る
規
定
も
、
そ
れ
に
伴
い
、「
第
三

六
一
条
の
規
定
を
除
き
」
と
す
る
除
外
規
定
が
新
設
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
簡
易
判
決
に
対
す
る
控
訴
を
す
る
と
き
は
、
控
訴
理
由
の
提
示
が

依
然
と
し
て
要
求
さ
れ
な
い
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
司
法
院
は
、「
簡
易
手
続
に
よ
り
行
わ
れ
る
事
件
に
つ
い
て
は
、
公
判
を

開
か
な
い
こ
と
が
で
き
、
ま
た
そ
の
判
決
書
の
記
載
も
簡
略
さ
れ
た
ゆ
え
に
、
控
訴
手
続
に
お
い
て
は
通
常
手
続
に
よ
り
起
訴
さ
れ
た
事
件
よ

り
簡
便
な
手
続
を
採
用
す
べ
き
で
あ
る
」
と
説
明
し
た
。
前
掲
注
（
80
）
一
三
四
─
一
三
五
頁
。

前
掲
注
（
80
）
一
三
三
─
一
三
四
頁
。

最
高
法
院
一
〇
六
年
度
第
八
次
刑
事
廷
会
議
決
議
。

「
立
法
院
公
報
」（
第
一
〇
三
巻
第
三
七
期
院
會
紀
錄
、
二
〇
一
四
年
）
三
一
九
─
三
二
一
頁
。

第
九
屆
立
法
院
第
一
會
期
第
五
次
會
議
議
案
關
係
文
書
「
院
總
第
一
六
一
號
委
員
提
案
第
一
八
五
五
六
號
」（
立
法
院
、
二
〇
一
六
年
）

委
二
一
七
─
二
一
八
頁
。

第
一
〇
屆
立
法
院
第
三
會
期
第
一
次
會
議
議
案
關
係
文
書
「
院
總
第
二
四
六
號
政
府
提
案
第
一
七
三
八
五
號
」（
立
法
院
、
二
〇
二
一

年
）
政
八
六
─
八
八
頁
。

最
高
法
院
七
六
年
台
上
字
第
三
〇
二
八
号
刑
事
判
決
、
最
高
法
院
八
八
年
台
上
字
第
七
四
八
三
号
刑
事
判
決
、
最
高
法
院
九
五
年
台
上
字

第
二
五
一
八
号
刑
事
判
決
、
最
高
法
院
九
五
年
台
非
字
第
六
〇
号
刑
事
判
決
。
林
永
謀
・
前
掲
注
（
4
）
四
四
─
四
五
頁
、
王
兆
鵬
＝
張
明
偉

＝
李
榮
耕
『
刑
事
訴
訟
法
（
下
）』（
自
版
、
二
〇
一
五
年
）
三
五
五
頁
、
黃
・
前
掲
注
（
4
）
七
二
九
、
七
三
四
頁
、
林
・
前
掲
注
（
61
）
四

一
〇
頁
、
張
・
前
掲
注
（
4
）
六
六
五
頁
、
林
俊
益
・
前
掲
注
（
4
）
三
四
九
頁
。

最
高
法
院
七
七
年
度
第
一
一
次
刑
事
廷
会
議
決
、
最
高
法
院
九
五
年
度
第
一
七
次
刑
事
廷
会
議
決
議
。

黃
・
前
掲
注
（
4
）
七
三
五
頁
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
改
正
に
つ
い
て
、
同
・
前
掲
注
（
4
）
七
三
六
頁
に
は
、「
厳
格
に
前
段
階
（
控

訴
理
由
の
審
査
）
を
制
限
し
、
後
段
階
（
控
訴
の
審
理
）
は
拘
束
せ
ず
自
ら
認
定
す
る
と
の
現
象
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
控
訴
理

由
の
提
示
は
、
単
に
控
訴
の
数
を
減
ら
す
た
め
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
第
二
審
は
覆
審
制
で
あ
る
か
ら
、
控
訴
理
由
を
制
限
す

る
立
法
は
、
明
ら
か
に
疑
義
が
あ
る
」
と
指
摘
す
る
も
の
も
あ
る
。
同
様
の
説
明
と
し
て
、
王
兆
鵬
「
上
訴
二
審
鴻
溝
之
填
補
─
─
評
最
高
法

院
九
八
年
度
台
上
字
第
五
三
五
四
號
判
決
」
法
令
月
刊
第
六
一
巻
第
二
期
（
二
〇
一
二
年
）
五
四
頁
が
挙
げ
ら
れ
る
。
立
法
院
の
審
議
に
お
い

て
も
、
こ
れ
と
同
様
の
意
見
が
提
出
さ
れ
て
い
た
。「
立
法
院
公
報
」（
第
九
五
巻
第
四
一
期
委
員
會
紀
錄
、
二
〇
〇
六
年
）
二
〇
〔
葉
宜
津
発
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言
〕、
二
一
〔
呉
秉
叡
発
言
〕、
二
二
頁
〔
郭
林
勇
発
言
〕、「
立
法
院
公
報
」（
第
九
六
巻
第
二
六
期
委
員
會
紀
錄
、
二
〇
〇
七
年
）
一
一
四

〔
尤
清
発
言
〕、
一
一
六
頁
〔
郭
素
春
発
言
〕。

蘇
素
娥
＝
宋
松
璟
「
從
實
務
角
度
談
刑
事
第
二
審
之
改
革
」
檢
察
新
論
第
九
期
（
二
〇
一
一
年
）
一
七
頁
。

最
高
法
院
九
九
年
台
上
字
第
二
九
〇
号
刑
事
判
決
、
最
高
法
院
九
九
年
台
上
字
第
四
五
六
八
号
刑
事
判
決
、
最
高
法
院
一
〇
四
年
台
上
字

第
二
七
七
四
号
刑
事
判
決
、
最
高
法
院
一
〇
九
年
台
上
字
第
三
八
七
四
号
刑
事
判
決
。
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